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日本経済の先行きに関する一つの不

安要因は、労働豊富なアジア諸国との

貿易が一層盛んになると、日本の労働

集約的な産業が衰退するのではないか

ということである。直接投資も労賃の

安い外国に行なわれ、工業生産は外国

に移転する。そうなると、もと日本の

強みであった製造業部分の「空洞化」

が起こるというものである。

貿易も直接投資も、当事国の実質賃

金や資本収益率などを均等化する方向

に働く。日中間を例にとると、労働豊

富な中国の実質賃金に日本経済の実質

賃金が引きずられて、日本国民の生活

水準を下げるとの心配をする向きもあ

る。いわゆる「中国脅威論」である。

ここでは国際貿易論の基本に照らし

てみながら、このような心配がどの程

度あてはまるのかを考えてみたい。結

論を先取りして述べると、労働の低廉

な国との貿易が拡大することは基本的

には日本経済にとって有利な機会であ

り、日本人は「中国脅威論」にとらわ

れずこの機会を大いに活用すべきだと

いうことである。

国際貿易論には様々なモデルがある。

もっとも標準的なヘクシャー・オリー

ンモデルによれば、両国の技術が同一

であるならば、自由貿易は輸送費用な

どを無視していい限り、両国間の実質

賃金や資本の収益率を均等化する。も

ちろん、中国と日本とでは技術が同一

では無く、輸送費用もかかるので従っ

て実質賃金の完全な同一化は起こらな

い。しかし貿易と国際投資の活発化は、

両国間に資本収益率均等化の傾向を押

し進め、実質賃金の差も少なくする方

向に向かう。

次に、リカードの労働価値説の現代

版であるドーンブッシュ・フィッシャ

ー・サミュエルソンによるモデルによ

ってもこれに近いことが出てくる。こ

こでは、完全に均等化は起こらないが、

両国間の実質賃金の比率は縮まるとい

う結果が出てくる。ここで重要な帰結

は、両国が競合しているような産業分

野で中国に技術進歩が起こると、実質

賃金の差を縮める力がより強く働く。

第三に、より近代的な独占的競争市

場を考えて、貿易の利益は様々な種類

の財の消費を享受することにあるとい

うデキシット・クルーグマンのモデル

でもほぼ同様なことが成り立つ。以上、

すべてのモデルの意味するところは、

日本の実質賃金は中国の実質賃金に比

べて相対的に下落する、言い換えれば、

中国の実質賃金は日本の実質賃金以上

に上昇するという結果である。しかし

いずれのモデルにおいても、日本の実

質賃金が下落する可能性はあるにして

も、貿易が盛んになると日本国民全体

の福祉は改善する。中国と貿易が進め

ば、国民の生活水準はより安い輸入品

が入ってくることにより改善する。

さてこのことは、新たに中国に躍進

的な技術進歩が起こったときにもほぼ

同様に成り立つ。原則として日本は中

国の技術進歩で利益を受ける。例外的

に、中国の技術進歩が日本の輸出産業

に近い分野に起こり、日本の輸出品が

買いたたかれ、日本は何も売るものが

無くなってしまう、といった場合が起

こらないでもない。しかし実質賃金の

下落の心配はあっても、日本国民全体

の生活水準が下がる心配はまずない。

そのような不利益が起こるのは、中国

の技術進歩の結果、日中貿易の総額が

減ってしまうような異常な場合だけで

ある。要するに、日本国民全体の生活

水準は、中国の目まぐるしい発展によ

って利益を受けこそすれ損失を受ける

ことは例外的にしか起こらない。

いうまでもなく、貿易論の結論は、

資源が完全利用され、失業がないとい

う仮定の上に立っている。従って日本

で失業が生ずるような場合に、以上の

結論は修正される。しかし日本での産

業調整が行なわれ、労働の再配分がな

されてしまえば、競争相手国での生産

性が向上することは、原則として日本

経済のためになる。そういう意味で、

「中国脅威論」は国際貿易の一般的原則

の不十分な理解に立脚した議論である

といえよう。

ちなみに、短期的な失業などの痛み

が生ずるのは、物価、賃金の硬直性が、

実質賃金の十分な調整を、妨げている

からである。必要な実質賃金の調整を

可能ならしめる拡大的な金融政策、為

替政策はこの意味で必要である。

なお中国との貿易のマイナス効果を

過大視する人は、日本などたとえよう

もないほど中国と密接な香港の状態を

考えてほしい。1999年の香港の一人

当たりのＧＤＰは2万3千(米)ドルであ

り、日本の一人当たりＧＤＰ、3万4千

ドルに近い。しかし、中国のそれは

790ドルにすぎない。生活費の安さな

どを考慮したＰＰＰ基準による一人当

たりＧＤＰでみても、中国が3,300ド

ルであるのに対して香港のそれは

20,900ドル（日本は24,000ドル）

と、大きな所得のギャップがあること

がわかる。中国と貿易するとたちまち

実質賃金が等しくなるということは、

香港との間ですら起こっていない。

中国との交易が深まることによる所

得均衡化効果を脅威と考えるよりも、

我々は、中国との競争が高まり合理化

が一層進み、日本の不能率的な農業、

サービス産業などの合理化が促進され

る利点の方を、むしろ喜ぶべきなので

ある。

「空洞化」の貿易理論
内閣府経済社会総合研究所 所長
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基
調
講
演
（
要
旨
）

「
我
が
国
産
業
の
国
際
競
争
力
の
未
来
」

三
井
物
産
戦
略
研
究
所
所
長
　
寺
島
実
郎

―
健
全
な
産
業
観
の
回
復
―

わ
が
国
産
業
の
国
際
競
争
力
や
経
済
の
再
生

を
議
論
す
る
前
提
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
自
身
の

産
業
観
を
し
っ
か
り
と
持
っ
て
お
く
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
こ
の
点
を
論
じ
た
い
。

冷
戦
が
終
わ
り
、
こ
の
十
年
の
間
で
わ
れ
わ

れ
を
取
り
巻
く
経
済
の
基
本
的
な
潮
流
が
大
き

く
変
質
し
た
。
こ
の
間
、
米
国
は
Ｉ
Ｔ
革
命
を

テ
コ
に
再
生
の
プ
ロ
セ
ス
を
辿
っ
た
が
、
産
業

の
基
本
的
な
性
格
は
大
き
く
変
貌
し
た
。
冷
戦

期
の
米
国
は
五
十
年
間
で
二
十
兆
ド
ル
の
軍
事

予
算
を
積
み
上
げ
て
お
り
、
産
軍
複
合
体
と
言

わ
れ
る
よ
う
に
米
国
の
産
業
の
中
核
は
軍
事
産

業
で
あ
っ
た
。
冷
戦
期
に
は
米
国
の
理
工
系
学

生
の
約
八
割
が
広
い
意
味
で
の
軍
事
産
業
に
採

用
さ
れ
て
い
た
と
言
わ
れ
る
が
、
冷
戦
後
、
軍

事
予
算
の
三
分
の
一
が
カ
ッ
ト
さ
れ
、
急
激
に

軍
事
産
業
の
合
従
連
衝
と
リ
ス
ト
ラ
が
進
む
と
、

こ
う
し
た
人
材
が
金
融
業
、
そ
れ
も
産
業
金
融

で
は
な
く
直
接
金
融
の
世
界
に
吸
収
さ
れ
て
い

っ
た
。
彼
ら
は
、
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
や
ヘ
ッ
ジ
フ

ァ
ン
ド
、
四
〇
一
Ｋ
な
ど
、
今
で
は
陳
腐
化
し

て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
当
時
と
し
て
は
最
先
端

の
金
融
工
学
を
駆
使
し
て
、
世
界
の
貿
易
額
を

遙
か
に
超
え
る
よ
う
な
金
融
取
引
が
行
わ
れ
る

時
代
を
作
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
米
国

は
マ
ネ
ー
ゲ
ー
ム
国
家
へ
と
変
革
し
、
軍
事
産

業
に
軸
足
を
置
い
た
国
家
か
ら
、
ウ
オ
ー
ル
ス

ト
リ
ー
ト
で
稼
ぐ
国
に
変
貌
し
て
し
ま
っ
た
。

翻
っ
て
、
わ
が
国
を
み
る
と
き
、
こ
の
国
の

虎
の
子
産
業
は
虚
ろ
な
マ
ネ
ー
ゲ
ー
ム
で
は
な

い
。
わ
れ
わ
れ
が
海
外
か
ら
日
本
を
振
り
返
る

と
き
、
大
き
な
誇
り
を
感
ず
る
の
は
、
こ
の
国

の
先
達
が
わ
ず
か
百
年
で
人
口
を
二
倍
以
上
に

ま
で
増
や
し
て
き
た
産
業
化
と
い
う
プ
ロ
セ
ス

で
あ
り
、
製
造
業
を
中
核
に
し
て
農
林
水
産
業

か
ら
建
設
業
ま
で
、
モ
ノ
を
つ
く
る
と
い
う
こ

と
に
関
す
る
異
様
な
生
真
面
目
さ
で
あ
る
。
米

国
を
発
信
源
と
す
る
マ
ネ
ー
ゲ
ー
ム
傾
斜
型
の

新
し
い
産
業
観
に
対
し
て
一
線
を
画
し
て
い
く

と
い
う
視
点
を
し
っ
か
り
も
た
な
い
と
、
こ
の

国
の
産
業
の
再
生
と
か
復
権
と
い
う
こ
と
は
な

い
。

―
深
刻
な
空
洞
化
―

日
本
の
輸
出
額
は
、
一
昨
年
の
統
計
で
約
四

千
八
百
億
ド
ル
で
あ
る
が
、
失
わ
れ
た
十
年
と

言
わ
れ
る
こ
の
間
も
、
輸
出
額
は
約
二
千
億
ド

ル
も
増
え
て
い
る
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
低
位
に
止
ま
っ

て
い
る
間
に
も
わ
が
国
の
製
造
業
は
外
貨
を
稼

ぎ
出
し
て
き
た
。
問
題
は
誰
が
輸
出
を
支
え
て

い
る
か
で
あ
る
が
、
自
動
車
や
半
導
体
等
電
子

部
品
、
事
務
用
機
器
等
の
上
位
十
品
目
で
五
割
、

上
位
二
十
品
目
で
輸
出
総
額
の
七
割
を
占
め
る
。

こ
の
国
は
全
産
業
分
野
に
わ
た
っ
て
国
際
競
争
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「
我
が
国
産
業
の
国
際
競
争
力
の
未
来
」

―
日
本
再
生
の
た
め
の
新
た
な
挑
戦
―

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

第
３
回
　
Ｄ
Ｂ
Ｊ
ナ
レ
ッ
ジ
フ
ォ
ー
ラ
ム

Symposium
第3回　ＤＢＪナレッジフォーラム
「我が国産業の国際競争力の未来」
―日本再生のための新たな挑戦―
（平成14年2月26日（火）／経団連ホール）

基調講演
寺島実郎　三井物産戦略研究所所長

パネルディスカッション
パネリスト
川田達男　セーレン株式会社社長
関　志雄　経済産業研究所上席研究員
(C.H.Kwan)
田中鐵二　旭硝子株式会社副社長
寺島実郎　三井物産戦略研究所所長
大川澄人　日本政策投資銀行理事

コーディネーター
渡辺　孝　財団法人理工学振興会理事

u m



力
が
高
ま
っ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
基

本
認
識
と
し
て
持
つ
べ
き
で
あ
る
。

一
方
、
上
位
二
十
品
目
の
分
野
が
創
出
し
て

い
る
雇
用
は
一
割
に
過
ぎ
ず
、
一
割
の
分
野
の

人
が
七
割
の
外
貨
を
稼
い
で
こ
の
国
を
支
え
て

い
る
。

と
こ
ろ
が
現
在
、
上
位
二
十
品
目
の
分
野
に

お
い
て
、
ま
さ
に
国
際
競
争
の
厳
し
さ
を
よ
く

認
識
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
国
際
競
争
力
を
維

持
す
る
た
め
に
生
産
立
地
を
例
え
ば
中
国
へ
と

シ
フ
ト
さ
せ
始
め
て
い
る
と
い
う
現
実
に
、
わ

れ
わ
れ
は
直
面
し
て
い
る
。

日
本
の
製
造
業
の
海
外
生
産
比
率
は
約
十

五
％
で
あ
る
が
、
既
に
海
外
で
生
産
を
開
始
し

て
い
る
企
業
に
な
る
と
三
割
を
超
え
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。
現
在
の
米
国
の
製
造
業
の
海
外
生

産
比
率
が
約
三
割
で
あ
る
か
ら
、
日
本
は
米
国

並
の
水
準
に
近
付
き
つ
つ
あ
る
と
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
。

―
求
め
ら
れ
る
総
合
戦
略
の
設
計
力
―

日
本
は
海
外
生
産
比
率
が
十
五
％
の
段
階
で

の
た
う
ち
回
り
始
め
て
い
る
と
い
っ
た
印
象
で

あ
る
が
、
米
国
は
三
割
も
海
外
で
生
産
し
て
い

な
が
ら
空
洞
化
の
議
論
は
一
切
起
こ
っ
て
い
な

い
。
こ
れ
は
米
国
が
、
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
が
、

出
る
一
方
で
な
く
入
っ
て
く
る
よ
う
な
メ
カ
ニ

ズ
ム
を
成
立
さ
せ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
反
対

に
日
本
は
、
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
が
出
ず
っ
ぱ

り
で
あ
る
。
例
え
ば
、
海
外
へ
の
渡
航
者
が
昨

年
、
約
千
八
百
万
人
に
対
し
て
国
内
へ
の
流
入

は
五
百
万
人
前
後
で
あ
る
。
一
昨
年
の
輸
出
額

が
約
四
千
億
ド
ル
と
申
し
上
げ
た
が
、
輸
入
額

は
約
三
千
八
百
億
円
ド
ル
な
の
で
千
億
ド
ル
の

輸
出
超
過
で
あ
る
。
性
能
の
良
い
モ
ノ
を
海
外

に
売
り
外
貨
を
稼
い
で
何
が
悪
い
の
か
、
と
い

う
価
値
観
が
未
だ
に
支
配
的
だ
が
、
世
界
は
内

外
需
バ
ラ
ン
ス
型
の
産
業
国
家
を
求
め
て
お
り
、

そ
う
で
な
け
れ
ば
評
価
が
得
ら
れ
な
い
時
代
に

向
か
っ
て
い
る
。
カ
ネ
も
、
過
去
十
年
間
に
日

本
が
海
外
に
行
っ
た
累
積
投
資
の
十
分
の
一
も
、

こ
の
国
に
は
入
っ
て
き
て
い
な
い
。
日
本
の
対

外
純
資
産
は
百
三
十
三
兆
円
と
、
二
位
の
ス
イ

ス
三
十
五
兆
円
、
三
位
の
ド
イ
ツ
二
十
兆
円
を

大
き
く
引
き
離
し
て
お
り
、
国
際
統
計
上
は
た

い
へ
ん
な
金
持
ち
国
家
の
は
ず
で
あ
る
が
国
民

に
は
実
感
が
な
い
。
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
が
、

こ
の
国
の
国
民
生
活
の
レ
ベ
ル
を
高
め
る
た
め

に
使
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
と
い
う
観
点
か
ら
、
日

本
の
各
要
素
を
点
検
す
る
と
、
日
本
は
一
流
の

技
術
と
人
材
を
有
し
、
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高
い

企
業
が
数
多
く
存
在
す
る
。
海
外
純
資
産
、
す

な
わ
ち
カ
ネ
も
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の

要
素
を
組
み
合
わ
せ
て
立
ち
向
か
う
設
計
力
、

す
な
わ
ち
総
合
戦
略
の
設
計
力
が
な
い
の
で
あ

る
。

―
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
と

プ
ロ
ダ
ク
ト
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
―

モ
ノ
づ
く
り
を
空
洞
化
さ
せ
ず
に
成
長
の
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
創
り
上
げ
て
い
く
に
は
、

構
想
力
が
大
事
な
要
素
に
な
る
。
日
本
の
よ
う

に
経
済
成
長
が
成
熟
局
面
に
入
る
と
、
た
い
へ

ん
な
知
恵
と
技
術
、
す
な
わ
ち
ナ
レ
ッ
ジ
を
凝

縮
し
な
け
れ
ば
成
長
を
実
現
で
き
な
い
。
そ
こ

で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
と
プ

ロ
ダ
ク
ト
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
が
鍵
に
な
っ

て
く
る
。

例
え
ば
、
自
動
車
以
降
の
プ
ロ
ダ
ク
ト
・
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、
中

型
ジ
ェ
ッ
ト
機
の
生
産
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
仕
掛

け
て
い
く
こ
と
等
が
考
え
ら
れ
る
。
沖
縄
と
島

嶼
部
を
リ
ン
ク
し
た
り
、
近
隣
の
ア
ジ
ア
主
要

都
市
、
上
海
や
香
港
と
の
間
を
シ
ャ
ト
ル
便
が

通
う
時
が
来
れ
ば
、
百
〜
百
五
十
人
位
の
コ
ミ

ュ
ー
タ
型
ジ
ェ
ッ
ト
機
の
潜
在
的
需
要
は
大
き

な
も
の
が
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
話
を
す
る
と

米
国
と
大
き
く
水
を
あ
け
ら
れ
て
い
る
ジ
ェ
ッ

ト
旅
客
機
の
よ
う
な
分
野
へ
の
新
規
参
入
は
不

可
能
と
い
う
人
が
必
ず
い
る
が
、
こ
の
国
に
自

動
車
産
業
を
興
そ
う
と
し
た
際
に
も
同
じ
こ
と

が
言
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
ト
ヨ

タ
や
ホ
ン
ダ
は
立
ち
向
か
っ
た
の
で
あ
り
、
ジ

ェ
ッ
ト
旅
客
機
に
つ
い
て
も
日
本
の
産
業
技
術

を
結
集
す
る
意
義
は
十
分
に
あ
る
。
ジ
ェ
ッ
ト

機
に
限
ら
ず
、
明
確
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
設
定
し
、

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
組
み
合
わ
せ
た
シ
ン
ボ
リ
ッ

ク
な
プ
ロ
ダ
ク
ト
が
必
要
で
あ
る
。

次
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

の
例
と
し
て
は
、
駄
目
公
共
投
資
の
見
本
の
よ

う
に
言
わ
れ
る
東
京
湾
架
橋
を
ア
ク
セ
ス
道
路

と
し
て
再
活
用
し
羽
田
空
港
の
沖
合
滑
走
路
を

建
設
す
る
と
同
時
に
、
羽
田
と
成
田
を
つ
な
ぐ

高
速
交
通
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
す
る
と
い
う
構
想

も
良
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
点
を
批
判
す
る
に

止
ま
る
こ
と
な
く
、
個
々
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

リ
ン
ク
し
、
成
長
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し

て
総
合
設
計
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
高
い
波
及
効

果
が
期
待
で
き
る
。

具
体
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
イ
メ
ー
ジ
を
構
築

し
、
わ
が
国
が
蓄
積
し
て
き
た
技
術
と
人
材
、

資
金
を
投
入
し
て
立
ち
向
か
っ
て
い
か
な
い
と
、

デ
フ
レ
ス
パ
イ
ラ
ル
の
中
で
日
本
が
抱
え
る
財

政
均
衡
や
不
良
債
権
の
償
却
等
の
諸
問
題
は
絶

対
に
解
決
で
き
な
い
。
プ
ロ
ダ
ク
ト
と
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
視
点
が
あ
っ

て
初
め
て
、
わ
が
国
の
産
業
の
基
軸
を
取
り
戻

す
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

5
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寺島：中国の産業も高付加価値化の
方向にある以上、日本は高度化・差
異化の点で一歩前に出ることが必要

川田：発想の転換をすればグローバ
ルな展開が可能になり、新しいビジ
ネスモデルが構築出来る



パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

1.
調
査
概
要
報
告

「
我
が
国
製
造
業
の
現
状
と
課
題
」

大
川

【
空
洞
化
の
現
状
】
海
外
生
産
比
率
は
全
体
で
約

十
五
％
。
既
に
海
外
で
生
産
を
開
始
し
て
い
る

会
社
で
三
十
四
％
で
あ
り
、
数
年
後
に
は
さ
ら

に
七
ポ
イ
ン
ト
上
昇
す
る
見
込
み
。
ま
た
海
外

の
設
備
投
資
比
率
は
四
分
の
一
近
く
に
な
っ
て

い
る
。
そ
の
結
果
、
事
業
所
数
は
既
に
六
〇
万

を
切
り
、
従
業
員
も
千
万
人
を
下
回
る
な
ど
、

生
産
の
空
洞
化
が
始
ま
っ
て
い
る
。

【
海
外
移
転
理
由
】
安
価
な
労
働
力
、
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
大
き
さ
、
取
引
先
追
随
を
理
由
と
し
て
お

り
、
ア
ジ
ア
、
な
か
で
も
中
国
へ
の
進
出
意
欲

が
強
い
。

【
世
界
の
工
場
、
中
国
】
賃
金
ほ
か
イ
ン
フ
ラ
コ

ス
ト
が
安
い
上
、
携
帯
電
話
な
ど
幾
つ
か
の
分

野
で
は
日
本
を
上
回
る
内
需
が
あ
り
、
製
造
業

の
進
出
を
促
し
て
い
る
。
一
方
、
中
国
製
品
の

世
界
シ
ェ
ア
も
第
一
位
を
占
め
る
も
の
が
多
数

で
て
お
り
、
輸
出
品
目
も
繊
維
等
で
は
な
く
機

械
が
ト
ッ
プ
に
な
っ
て
い
る
。

【
技
術
の
空
洞
化
】
中
堅
・
中
小
、
素
材
・
部
品

等
の
厚
い
集
積
が
日
本
の
製
造
業
の
強
み
で
あ

っ
た
が
、
こ
れ
ら
が
崩
壊
す
る
可
能
性
が
あ
り
、

現
状
の
ま
ま
で
は
生
産
の
空
洞
化
の
み
な
ら
ず

技
術
の
空
洞
化
を
ま
ね
く
懸
念
が
あ
る
。
将
来

に
亘
っ
て
国
際
競
争
力
を
維
持
で
き
る
分
野
は

限
定
的
で
あ
り
、
競
争
力
強
化
の
た
め
の
イ
ン

フ
ラ
整
備
等
対
策
が
急
が
れ
る
。

2.
日
本
の
製
造
業
の
現
状

田
中：

旭
硝
子
の
海
外
展
開
は
早
く
、
一
九
五

六
年
の
イ
ン
ド
進
出
以
来
、
現
在
で
は
二
十
二

ヶ
国
、
七
〇
拠
点
を
持
っ
て
い
る
。
自
動
車
用

ガ
ラ
ス
や
ブ
ラ
ウ
ン
管
ガ
ラ
ス
な
ど
は
世
界
シ

ェ
ア
三
〇
％
を
有
す
る
。
素
材
メ
ー
カ
ー
と
し

て
顧
客
に
追
随
し
て
海
外
に
進
出
す
る
こ
と
が

多
い
が
、
海
外
展
開
を
図
る
以
上
、
世
界
で
ナ

ン
バ
ー
ワ
ン
に
な
る
努
力
を
し
て
い
る
。

一
方
、
空
洞
化
の
問
題
で
あ
る
が
、
国
内
は

原
燃
材
料
コ
ス
ト
・
税
制
・
物
流
コ
ス
ト
・
教

育
等
で
劣
位
に
あ
り
、
船
橋
工
場
を
来
年
中
に

は
止
め
ざ
る
を
得
な
い
状
況
。
企
業
の
合
理
性

と
、
日
本
の
企
業
と
し
て
の
存
在
意
義
の
狭
間

で
、
日
々
苦
吟
し
て
い
る
。

川
田：

セ
ー
レ
ン
は
繊
維
産
業
の
な
か
で
百
十

三
年
目
を
迎
え
る
老
舗
企
業
。
繊
維
産
業
は
も

っ
と
も
早
く
空
洞
化
や
斜
陽
化
を
経
験
し
た
産

業
で
あ
り
、
衣
料
の
八
十
六
％
が
輸
入
品
の
攻

勢
に
晒
さ
れ
て
い
る
。
社
長
に
就
任
し
た
昭
和

六
十
二
年
当
時
、
古
く
て
、
適
当
に
大
き
く
て
、

斜
陽
と
い
う
三
重
苦
か
ら
い
か
に
脱
却
す
る
か

が
課
題
で
あ
っ
た
。
ま
さ
に
生
き
残
り
を
賭
け

て
、
当
社
が
保
有
す
る
技
術
か
ら
コ
ア
コ
ン
ピ

タ
ン
ス
を
洗
い
出
し
た
。
そ
の
結
果
、
そ
ん
な

こ
と
も
で
き
る
の
か
と
い
っ
た
技
術
が
意
外
に

多
く
あ
る
こ
と
を
知
り
、
自
動
車
や
メ
デ
ィ
カ

ル
等
の
異
業
種
の
分
野
に
挑
戦
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
当
社
は
改
革
に
成
功
し
た
が
、
日
本
の

製
造
業
全
体
を
見
る
と
き
、
基
盤
で
あ
っ
た
生

真
面
目
さ
や
勤
勉
さ
が
失
わ
れ
て
お
り
、
現
状

の
問
題
点
に
気
付
か
ぬ
ま
ま
、
ゆ
で
カ
エ
ル
状

況
に
陥
っ
て
い
る
企
業
が
多
い
。
早
く
現
状
か

ら
脱
却
し
な
い
と
日
本
が
二
十
一
世
紀
を
生
き

残
る
こ
と
は
難
し
い
。

関：

現
状
で
は
、
残
念
な
が
ら
中
国
の
活
力
を

活
か
す
観
点
は
欠
落
し
て
お
り
、
中
国
脅
威
論

一
色
に
な
っ
て
い
る
。
中
国
経
済
が
必
ず
し
も

急
成
長
を
維
持
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の

に
、
中
国
脅
威
論
が
起
こ
っ
た
の
は
、
日
本
人

の
自
信
喪
失
の
現
れ
で
は
な
い
か
。
平
均
寿

命
・
乳
児
死
亡
率
・
一
次
産
業
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比

等
々
の
指
標
を
冷
静
に
分
析
す
れ
ば
、
日
本
と

中
国
の
間
に
は
四
〇
年
の
経
済
格
差
が
あ
る
こ

と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
、
現
状
の
日
中
の
製
造

業
は
競
合
関
係
に
は
な
く
、
当
分
の
間
は
補
完

関
係
に
あ
る
。
米
国
の
市
場
で
日
中
が
競
合
し

て
い
る
品
目
は
十
年
前
の
一
九
九
〇
年
が

五
％
、
二
〇
〇
〇
年
で
二
〇
％
に
過
ぎ
な
い
。

こ
れ
は
貿
易
構
造
が
似
て
い
る
欧
州
と
比
べ
れ

ば
非
常
に
低
い
水
準
で
あ
る
。
む
し
ろ
日
中
関

係
が
補
完
関
係
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
十

分
に
発
揮
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
問
題
で
あ

る
。

3.
中
国
の
現
状
と
将
来

関：

Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
は
、
中
国
に
と
っ
て
①
国
際

化
、
②
市
場
化
、
③
法
制
化
の
３
点
で
重
要
な

意
味
を
も
つ
。

外
国
企
業
に
と
っ
て
は
関
税
の
低
下
等
に
よ

り
輸
出
や
直
接
投
資
が
容
易
に
な
る
一
方
、
経

済
特
区
で
受
け
て
き
た
税
制
面
で
の
優
遇
政
策

が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

中
国
企
業
に
関
し
て
は
、
競
争
激
化
に
よ
り
国

有
企
業
を
含
め
て
効
率
の
悪
い
企
業
は
淘
汰
さ

れ
る
が
、
中
国
の
比
較
優
位
は
当
分
の
間
、
労
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働
集
約
型
製
品
に
あ
り
、
外
資
を
含
め
て
ロ
ー

テ
ク
企
業
の
方
が
成
長
の
可
能
性
が
あ
る
。

田
中：

昔
の
話
で
あ
る
が
、
中
国
で
作
っ
た
設

備
の
図
面
が
漏
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
法
律
の
改

正
を
前
提
に
進
出
し
た
と
こ
ろ
法
律
が
変
わ
ら

な
か
っ
た
り
と
い
っ
た
苦
労
も
あ
っ
た
。
Ｗ
Ｔ

Ｏ
の
加
盟
に
よ
り
改
善
さ
れ
る
も
の
と
思
う

が
、
経
験
か
ら
言
え
ば
、
い
か
に
中
国
側
の
良

い
組
織
あ
る
い
は
パ
ー
ト
ナ
ー
を
選
ぶ
か
が
ポ

イ
ン
ト
で
あ
る
。

4.
企
業
の
取
り
組
み

川
田：

当
社
は
繊
維
産
業
を
情
報
産
業
と
し
て

捉
え
、
感
性
の
世
界
（
ア
ナ
ロ
グ
）
で
あ
る
色

の
組
み
合
わ
せ
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
こ
と
に
成

功
し
た
。
か
つ
て
繊
維
の
上
に
表
現
で
き
る
色

は
、
ぜ
い
ぜ
い
十
色
の
組
み
合
わ
せ
だ
っ
た
が
、

こ
れ
に
よ
り
千
六
百
七
十
七
万
色
に
フ
ル
カ
ラ

ー
化
し
、
ど
ん
な
色
・
模
様
で
も
繊
維
の
上
に

即
座
に
表
現
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
生
産
単

位
も
、
従
来
は
二
千
ｍ
が
最
小
単
位
だ
っ
た
が
、

今
で
は
一
ｍ
、
一
着
分
で
も
採
算
が
採
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
多
品
種
・
少

ロ
ッ
ト
・
短
納
期
の
実
現
は
、
サ
イ
ク
ル
が
短

い
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業
界
や
、
短
納
期
が
求
め
ら

れ
る
自
動
車
業
界
等
に
お
い
て
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
を
飛
躍
的
に
拡
大
し
た
の
み
な
ら
ず
、
水

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
節
約
、
職
場
環
境
の
改
善
な

ど
の
効
果
も
も
た
ら
し
て
い
る
。
ま
た
オ
ン
ネ

ッ
ト
で
グ
ロ
ー
バ
ル
な
展
開
が
可
能
に
な
り
、

Ｉ
Ｔ
環
境
の
中
で
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を

構
築
し
つ
つ
あ
る
。

田
中：

グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
に
は
新
技
術
、
新
製

品
の
開
発
が
重
要
で
あ
る
。
最
近
の
ヒ
ッ
ト
商

品
に
平
面
ブ
ラ
ウ
ン
管
が
あ
る
。
顧
客
の
依
頼

に
よ
り
製
作
し
た
が
、
真
空
容
器
の
た
め
強
度

の
点
で
問
題
が
あ
り
、
当
社
の
技
術
を
試
行
錯

誤
の
末
に
よ
う
や
く
完
成
を
み
た
。

液
晶
ガ
ラ
ス
基
盤
な
ど
は
ポ
ス
ト
・
ブ
ラ
ウ

ン
管
と
し
て
目
さ
れ
て
お
り
、
当
社
は
米
国
の

技
術
と
凌
ぎ
を
削
っ
て
い
る
。
ま
た
光
通
信
用

フ
ッ
素
樹
脂
や
タ
ン
パ
ク
質
の
製
造
技
術
も
開

発
中
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
素
材
メ
ー
カ
ー
は
、

顧
客
の
要
求
に
素
早
く
対
応
す
る
た
め
の
開
発

と
、
独
自
の
新
規
開
発
と
、
両
方
の
分
野
に
注

力
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
先
端
分
野
で
の
先
行

投
資
に
は
体
力
も
必
要
で
あ
り
、
こ
う
い
っ
た

問
題
の
解
決
に
向
け
て
国
の
政
策
立
案
が
期
待

さ
れ
る
。

寺
島：

中
国
は
、
日
本
や
米
国
の
委
託
加
工
工

場
的
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
日
本
と
は
補
完

関
係
に
あ
る
。
た
だ
し
、
中
国
の
研
究
開
発
能

力
は
相
当
な
レ
ベ
ル
に
達
し
て
お
り
、
大
学
発

の
研
究
開
発
型
の
企
業
な
ど
は
驚
く
べ
き
水
準

に
あ
る
。
中
国
の
産
業
も
高
付
加
価
値
化
の
方

向
に
あ
る
以
上
、
日
本
は
高
度
化
と
か
差
異
化

の
点
で
一
歩
前
に
出
て
い
く
こ
と
が
必
要
。
モ

ノ
の
価
格
は
、
技
術
が
平
準
化
す
れ
ば
長
期
的

に
は
低
落
す
る
た
め
、
付
加
価
値
の
低
い
分
野

で
シ
ェ
ア
を
争
う
こ
と
は
戦
略
的
で
は
な
い
。

5.
製
造
業
の
今
後
の
あ
り
方

田
中：

日
本
は
、
普
及
品
で
あ
る
板
ガ
ラ
ス
の

シ
ェ
ア
は
二
十
五
％
だ
が
、
先
端
分
野
の
ガ
ラ

ス
は
百
％
の
シ
ェ
ア
を
有
し
て
い
る
製
品
が
多

い
。
こ
う
し
た
集
中
度
の
高
い
先
端
分
野
に
知

恵
を
働
か
せ
る
こ
と
に
日
本
の
産
業
が
生
き
残

る
た
め
の
道
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
ま
た
、
国

内
立
地
で
国
際
競
争
に
勝
つ
こ
と
は
生
半
可
な

こ
と
で
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
高
い
イ
ン
フ

ラ
コ
ス
ト
を
何
と
か
す
る
必
要
が
あ
る
。

川
田：

当
社
は
、
古
い
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
組
織
を

逆
転
さ
せ
、
現
場
中
心
の
体
制
を
作
る
こ
と
で

改
革
を
進
め
た
。
自
己
改
革
・
自
己
努
力
・
自

己
責
任
が
原
則
で
あ
り
、
行
政
に
頼
っ
て
い
て

は
生
き
残
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

関：

日
本
経
済
活
性
化
の
た
め
に
は
、
衰
退
産

業
の
海
外
移
転
と
新
規
産
業
の
育
成
の
組
合
せ

し
か
な
く
、
空
洞
化
な
き
高
度
化
を
目
指
す
べ

き
。
日
本
の
企
業
は
対
中
投
資
に
不
安
を
覚
え

て
い
る
よ
う
だ
が
、
同
じ
投
資
環
境
で
も
欧
米

企
業
の
方
が
上
手
く
や
っ
て
い
る
理
由
を
考
え

て
欲
し
い
。
日
系
企
業
は
現
地
化
に
際
し
て
人

材
戦
略
に
遅
れ
を
取
っ
て
い
る
が
、
今
後
は
中

国
人
留
学
生
な
ど
優
秀
な
外
国
人
を
活
用
す
る

こ
と
が
必
要
。

大
川：

製
造
業
の
国
際
競
争
力
回
復
の
た
め
に

は
、
一
度
競
争
力
を
つ
け
た
企
業
が
さ
ら
に
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
な
形
で
競
争
力
を
持
つ
た
め
の
戦

略
が
重
要
で
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
整
備
・

ク
ラ
ス
タ
ー
強
化
・
人
材
育
成
な
ど
が
必
要
だ

と
考
え
て
い
る
。
当
行
で
は
、
技
術
の
シ
ー
ズ

と
ニ
ー
ズ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
や
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
を

供
給
す
る
た
め
の
仕
組
み
を
考
え
る
こ
と
も
検

討
し
て
い
る
。

寺
島：

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
研
究
開
発
情
報

や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
等
、
足
り
な
い
経
営
資
源

を
補
完
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
こ
う
し
て

外
知
恵
を
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
、
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
化
時
代
に
お
け
る
日
本
活
性
化
の
ポ
イ
ン

ト
で
あ
ろ
う
。

7

渡辺（コーディネーター）：製造業
のリバイタライズという視点をもっ
てチャレンジを重ねることが重要

大川：技術のシーズとニーズのマッ
チングや、リスクマネー供給の仕組
みを考えたい

S y m p o s i
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わ
が
国
産
業
の
国
際
競
争
力
強
化
に
向
け
た
挑
戦

S
P

E
C

IA
L

F
E

A
T

U
R

E
S

1.
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と

人
材
育
成

わ
が
国
は
高
度
経
済
成
長
を
実
現
し
た
一
九

七
〇
年
代
ま
で
は
、
平
等
・
効
率
・
安
全
を
共

通
の
価
値
基
準
と
し
て
国
家
再
建
に
邁
進
し
、

経
済
大
国
と
し
て
の
国
際
的
地
位
を
築
い
て
き

た
。
し
か
し
、
一
九
九
〇
年
代
に
入
る
と
状
況

は
一
変
し
て
し
ま
っ
た
。
米
ソ
冷
戦
構
造
の
崩

壊
に
よ
っ
て
資
本
主
義
体
制
の
勝
利
が
確
定
し

た
こ
と
に
よ
り
、
世
界
の
ほ
と
ん
ど
の
国
が
市

場
経
済
に
参
加
し
て
、
一
体
と
な
っ
た
世
界
経

済
が
形
成
さ
れ
て
き
た
。
加
え
て
Ｉ
Ｔ
の
革
新

に
よ
り
情
報
通
信
量
と
速
度
が
飛
躍
的
に
高
め

ら
れ
情
報
の
世
界
的
流
通
が
拡
大
し
て
き
た
。

そ
の
結
果
、
企
業
の
製
造
組
織
お
よ
び
販
売
組

織
を
地
球
単
位
で
規
模
の
経
済
性
を
追
及
す
る

動
き
が
加
速
し
、
い
わ
ゆ
る
「
経
済
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
」
を
登
場
せ
し
め
て
き
た
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、
世
界
の
国
境
の
垣
根
を

低
め
、
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
、
シ
ス
テ
ム
が
最

適
配
分
を
求
め
て
地
球
規
模
で
移
動
し
、
そ
の

加
速
化
は
世
界
市
場
の
一
体
化
を
も
た
ら
し
、

地
球
規
模
の
競
争
が
展
開
さ
れ
る
大
競
争
の
時

代
を
も
た
ら
し
て
き
た
。
ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
複
合
化
、
高
度
化
、
産
業

の
融
合
化
を
推
進
し
、
こ
れ
ま
で
の
発
想
や
思

考
の
枠
組
み
だ
け
で
は
認
識
で
き
な
い
問
題
や

解
決
不
可
能
な
問
題
を
提
起
し
て
き
た
。
こ
の

問
題
解
決
に
は
、
今
ま
で
以
上
に
経
験
の
範
囲

や
国
際
的
視
野
を
広
げ
、
さ
ら
に
は
よ
り
一
層

の
高
度
専
門
知
識
を
習
得
し
、
ま
た
経
営
に
関

し
て
は
創
造
的
な
思
考
力
、
判
断
力
、批
判
力
を

養
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
メ
タ
認
知
が

必
要
と
な
っ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
環
境
の
変

化
を
認
知
し
新
し
い
価
値
を
創
造
し
て
い
く
自

己
改
革
が
で
き
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
そ
れ
は

激
変
し
て
い
く
国
際
競
争
環
境
に
対
応
し
て
い

く
た
め
に
明
日
は
陳
腐
化
し
て
い
く
経
営
ス
キ

ル
だ
け
を
習
得
し
て
い
た
の
で
は
、
社
会
的
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
造
は
で
き
な
い
。
そ
れ
に

は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
を
も
ち
、
現
代
の
複
雑

に
錯
綜
し
た
複
合
的
な
国
際
競
争
の
諸
事
象
の

変
化
を
認
知
し
う
る
自
己
を
上
か
ら
み
る
能
力

を
身
に
付
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

わ
が
国
は
、
こ
れ
ま
で
同
質
志
向
、
効
率
重

視
、
技
術
優
先
の
企
業
社
会
を
生
み
出
し
て
き

た
。
企
業
は
多
数
の
均
質
か
つ
技
量
が
高
い
即

戦
力
の
人
材
を
求
め
て
き
た
。
こ
の
比
較
的
粒

ぞ
ろ
い
で
順
応
性
の
高
い
人
材
の
相
互
協
力
に

よ
っ
て
集
団
的
創
造
力
を
生
み
出
し
、
そ
の
発

揮
に
よ
っ
て
わ
が
国
は
高
度
経
済
成
長
を
達
成

し
て
き
た
の
で
あ
る
。
泥
臭
さ
も
厭
わ
ぬ
こ
の

力
が
、
内
外
の
技
術
の
芽
を
育
て
、
世
界
最
高

の
商
品
競
争
力
を
も
つ
産
業
技
術
を
築
い
て
き

た
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
均
質
の
労

働
力
が
わ
が
国
を
「
ジ
ャ
パ
ン
・
ア
ズ
・
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
」
と
云
わ
れ
る
国
に
仕
立
て
上
げ
、

世
界
一
の
工
業
国
を
築
い
て
き
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
処
し
て
国
際

競
争
力
を
強
化
し
て
い
く
た
め
に
は
、
こ
れ
ま

で
の
わ
が
国
の
産
業
発
展
の
力
で
あ
っ
た
組
織

的
、
集
団
的
創
造
活
動
の
力
の
み
に
依
存
す
る

こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
む
し
ろ
そ
れ
以
上
に
、

優
れ
た
強
い
個
人
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
創
造

力
に
そ
の
源
泉
を
求
め
て
い
か
ざ
る
を
得
な

い
。
と
り
わ
け
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
知
的
生
産

活
動
を
強
化
し
て
新
た
な
価
値
を
創
造
し
て
い

く
企
業
家
精
神
の
涵
養
が
緊
要
と
な
る
。

2.
企
業
家
精
神
の
涵
養
と

社
会
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

わ
が
国
の
高
度
経
済
成
長
を
築
き
上
げ
て
き

た
も
の
は
、
年
功
序
列
・
終
身
雇
用
の
日
本
的

経
営
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
で
き
る

だ
け
均
質
の
能
力
を
有
す
る
人
材
を
集
め
、
定

型
化
さ
れ
た
企
業
内
教
育
（
Ｏ
Ｊ
Ｔ
）
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
、
生
産
性
を
高
め
る
教
育
が
な
さ
れ
て

き
た
。
高
度
経
済
成
長
と
い
う
流
れ
の
な
か
に

あ
っ
て
は
同
一
方
向
に
変
化
す
る
動
向
に
対
処

し
て
い
く
教
育
を
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
っ
て
、

流
れ
に
同
調
し
て
い
く
協
調
型
の
人
材
を
育
成

し
て
い
く
こ
と
が
な
さ
れ
て
き
た
。
企
業
は
、

た
だ
、
将
来
の
幹
部
候
補
と
目
さ
れ
た
特
定
の

社
員
だ
け
を
選
抜
し
、
海
外
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
ス

ク
ー
ル
に
派
遣
し
、
エ
リ
ー
ト
教
育
を
し
て
き

た
だ
け
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
困
難
を
克
服
し
う
る
志
高
い

次
世
代
の
企
業
家
を
養
成
す
る
に
は
、
身
分
と

し
て
の
エ
リ
ー
ト
を
選
別
す
る
こ
と
で
は
な

く
、
機
能
と
し
て
の
エ
リ
ー
ト
を
養
成
す
る
こ

と
で
あ
る
。
経
済
の
変
化
が
激
し
い
時
に
は
、

企
業
家
は
変
革
を
す
ば
や
く
感
知
し
、
そ
こ
に

何
か
新
し
い
異
質
の
価
値
の
も
の
を
創
造
し
て

い
く
企
業
家
精
神
を
発
揮
で
き
る
エ
リ
ー
ト
を

育
成
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
企
業
家
精
神
の

特
性
は
、
性
格
の
問
題
で
は
な
く
、
行
動
様
式

の
問
題
で
あ
る
。
し
か
も
企
業
家
精
神
の
基
礎

と
な
る
も
の
は
、
直
観
的
な
能
力
で
は
な
く
、

国
際
競
争
力
の
強
化
と
高
度
専
門
職
業
人
養
成

青
山
学
院
大
学
大
学
院
国
際
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科
長
　
伊
藤
文
雄

寄
稿
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じ
つ
は
論
理
的
か
つ
構
想
的
な
能
力
で
あ
る
。

シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
が
企
業
家
の
責
務
は
「
創
造

的
破
壊
」
で
あ
る
と
い
っ
た
よ
う
に
、
企
業
は
、

こ
の
困
難
を
打
開
し
て
い
く
た
め
に
、
国
際
競

争
環
境
の
変
化
を
探
し
出
し
、
変
化
を
企
業
成

長
の
機
会
に
転
化
し
う
る
資
質
と
能
力
を
持
つ

人
材
の
養
成
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
企

業
家
は
変
化
を
健
全
か
つ
当
然
の
こ
と
と
し

て
、
そ
の
変
化
の
中
か
ら
い
か
に
成
長
の
機
会

を
見
出
す
か
の
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
あ

る
。
企
業
家
精
神
は
実
践
で
あ
り
、
経
済
と
社

会
に
か
か
わ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
原
理
を
有

し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
変
化
を
健
全
か
つ
当
然

の
こ
と
と
み
る
原
理
で
あ
り
、
す
で
に
経
験
済

み
の
こ
と
を
よ
り
良
く
行
う
こ
と
で
は
な
く
、

変
化
か
ら
社
会
的
な
新
し
い
価
値
を
見
出
す
と

い
う
原
理
で
あ
る
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
技
術
や
物
に
限
定
さ
れ

た
も
の
で
は
な
い
。
社
会
の
諸
資
源
に
富
を
創

造
す
る
新
た
な
能
力
を
付
与
す
る
こ
と
も
重
要

な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
日
本
的
経
営
シ

ス
テ
ム
は
わ
が
国
を
高
度
経
済
成
長
に
導
い
た

社
会
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
従
っ
て
、

企
業
家
精
神
は
、
目
的
意
識
を
伴
っ
た
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
に
そ
の
基
礎
を
置
か
ね
ば
な
ら
な

い
。
例
え
ば
、
わ
が
国
に
お
い
て
、
明
治
維
新

政
府
は
欧
米
列
強
に
比
肩
し
う
る
ほ
ど
の
軍
事

力
と
経
済
力
を
備
え
る
た
め
に
、
本
格
的
な
産

業
育
成
・
技
術
の
移
植
と
経
済
基
盤
の
整
備
を

行
い
、
そ
の
資
源
を
社
会
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
集
中
し
、
技
術
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

模
倣
、
輸
入
、
応
用
と
い
う
決
断
に
よ
っ
て
そ

の
成
功
を
収
め
た
。
研
究
開
発
は
、
人
類
史
上

ご
く
最
近
に
お
け
る
社
会
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
異
な
る
知
識
と

技
術
を
も
つ
複
数
の
人
間
を
組
織
化
す
る
た
め

の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
し
て
の
経
営
管
理
は
、
今
世
紀

最
大
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
一
つ
で
も
あ
っ

た
。
そ
し
て
、
近
代
社
会
を
ま
っ
た
く
新
し
い

社
会
、
す
な
わ
ち
組
織
の
社
会
に
大
転
換
し
た

の
も
こ
の
経
営
管
理
で
あ
る
。
こ
の
経
営
管
理

の
実
践
的
・
理
論
的
な
教
育
の
場
が
、
ビ
ジ
ネ

ス
・
ス
ク
ー
ル
で
あ
る
。

3.
ビ
ジ
ネ
ス
・
ス
ク
ー
ル
と

高
度
専
門
職
業
人
の
養
成

ビ
ジ
ネ
ス
・
ス
ク
ー
ル
の
教
育
は
、
社
会
経

済
環
境
の
変
化
に
対
し
て
企
業
が
い
か
に
合
理

的
な
対
応
を
有
効
に
行
っ
て
い
く
か
と
い
う
こ

と
で
あ
り
、
不
確
実
な
状
況
設
定
の
下
で
限
ら

れ
た
情
報
を
駆
使
し
て
最
適
な
選
択
と
的
確
な

意
思
決
定
を
行
う
訓
練
で
あ
る
。
ビ
ジ
ネ
ス
・

ス
ク
ー
ル
は
、
企
業
経
営
者
の
職
業
と
し
て
の

確
立
を
目
指
し
て
発
展
し
て
き
た
も
の
で
、
そ

の
発
展
の
背
景
に
は
、
経
営
者
と
い
う
職
業
が

社
会
的
に
一
つ
の
専
門
職
業
と
し
て
確
立
し
て

き
て
い
る
こ
と
に
あ
る
が
、
そ
の
職
業
の
基
礎

に
な
っ
て
い
る
経
営
者
の
経
営
行
動
の
創
造
性

と
い
う
職
業
倫
理
が
植
え
付
け
ら
れ
て
き
て
い

る
こ
と
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
い
。
こ
れ
は
た
だ

観
念
の
中
か
ら
何
か
を
創
り
だ
す
創
造
性
で
は

な
く
て
、
常
に
現
実
に
立
脚
し
、
そ
の
う
え
で

新
機
軸
を
打
ち
出
し
て
い
く
と
い
う
意
味
で
の

創
造
性
で
あ
る
。
ビ
ジ
ネ
ス
・
ス
ク
ー
ル
が
経

営
管
理
者
の
経
営
行
動
の
創
造
性
と
い
う
価
値

を
繰
り
返
し
強
調
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
経

営
管
理
者
が
実
際
の
経
営
に
当
た
る
時
、
無
意

識
の
う
ち
に
こ
れ
を
職
業
倫
理
と
し
て
き
て
い

る
の
で
あ
る
。

ビ
ジ
ネ
ス
・
ス
ク
ー
ル
で
経
営
管
理
を
学
ぶ

社
会
人
学
生
が
増
え
て
き
て
い
る
こ
と
の
背
景

に
は
、
近
年
の
技
術
革
新
の
加
速
化
の
傾
向
が

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
が

で
き
る
。
な
か
で
も
、
産
業
社
会
の
構
造
変
革

の
進
行
は
新
し
い
産
業
の
創
出
を
、
さ
ら
に
は

情
報
化
、
国
際
化
、
科
学
技
術
の
進
展
な
ど
の

諸
変
化
に
対
応
し
た
新
た
な
社
会
経
済
シ
ス
テ

ム
の
創
造
を
求
め
て
き
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

わ
が
国
が
産
業
の
活
性
化
を
は
か
り
、
国
際
競

争
力
を
強
化
し
て
い
く
た
め
に
は
、
自
ら
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
を
開
拓
す
る
こ
と
の
で
き
る
創
造
性

豊
か
な
、
企
業
家
精
神
に
富
む
人
材
の
育
成
が

必
要
で
あ
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
ス
ク
ー
ル
は
、
ま

さ
に
　
経
営
管
理
　
に
関
す
る
体
系
的
な
高
度

専
門
教
育
を
行
う
教
場
な
の
で
あ
る
。

社
団
法
人
日
本
私
立
大
学
連
盟
に
よ
る
「
社

会
人
の
大
学
院
通
学
の
動
機
」
に
つ
い
て
の
調

査
結
果
を
見
て
も
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
ス
ク
ー
ル
に

求
め
る
ニ
ー
ズ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に
伴
う
国
際
競
争
力

の
強
化
は
、
国
際
競
争
環
境
の
変
化
を
察
知
し
、

「
筋
力
」
だ
け
で
な
く
「
知
力
」
を
発
揮
し
て

新
し
い
付
加
価
値
を
創
り
だ
す
事
業
を
開
発
し

て
い
く
企
業
家
精
神
の
涵
養
を
求
め
て
い
る
。

企
業
が
激
変
し
て
い
く
国
際
競
争
市
場
に
サ
バ

イ
バ
ル
し
て
い
く
た
め
に
は
、
企
業
経
営
者
は

ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
に
企
業
家
精
神
を
植
付
け
、

急
速
な
技
術
革
新
や
知
識
の
陳
腐
化
に
対
し
て

最
新
の
知
識
・
技
術
を
習
得
し
、
実
務
的
な
知

識
・
経
験
を
学
術
の
理
論
と
し
て
再
構
築
し
、

総
合
的
な
判
断
力
、
新
し
い
視
点
、
将
来
の
変

化
を
見
通
す
洞
察
力
を
養
う
ビ
ジ
ネ
ス
・
ス
ク

ー
ル
の
教
育
を
軽
視
し
て
は
な
ら
な
い
。

C o n t r i b u t i o n

【
伊
藤
文
雄
氏
】

青
山
学
院
大
学
大
学
院
国
際
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科
教
授

経
済
学
修
士
、
商
学
博
士
。
青
山
学
院
大
学
経
営
学
部
教
授
、

国
際
政
治
経
済
学
部
教
授
、
学
部
長
を
経
て
二
〇
〇
一
年
よ

り
国
際
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科
長
。

著
書
に
「
コ
モ
ン
ズ
研
究
（
同
文
館
）」「
現
代
商
業
学
（
有

斐
閣
）」
等
多
数
。

専門的知識・技能の修得 53.6

0 10 20 30 40 50 60

(%)

49.1

21.2

19.5

15.0

13.5

10.9

専門分野の体系的学習 

各種資格の取得 

学位の取得 

研究者希望 

教養を高めるため 

キャリアアップを図るため 

社会人が大学院で学ぶ理由
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わ
が
国
産
業
の
国
際
競
争
力
強
化
に
向
け
た
挑
戦

S
P

E
C

IA
L

F
E

A
T

U
R

E
S

な
ぜ
今
「
製
造
業
の
国
際
競
争
力
」
か

〜
前
書
き
に
代
え
て
〜

わ
が
国
に
お
い
て
は
少
子
化
な
ど
、
日
本
経

済
社
会
の
成
熟
化
が
進
む
一
方
、
世
界
的
に
は

ア
ジ
ア
・
中
国
の
一
大
生
産
拠
点
化
な
ど
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展
し
て
き
て
い
る
。
国
内
の

高
コ
ス
ト
構
造
と
い
う
従
来
か
ら
の
内
的
要
因

に
加
え
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
ア
ジ
ア
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
拡
大
な
ど
の
外
的
要
因
が
加
わ
り
、
立
地

に
お
け
る
わ
が
国
の
国
際
的
競
争
優
位
性
は
大

き
く
変
化
し
て
お
り
、
製
造
業
に
と
っ
て
、
も

は
や
日
本
は
最
適
立
地
で
は
な
く
な
っ
て
き
て

い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
資
源
に
乏
し
い
わ
が
国
に

と
っ
て
、
生
活
維
持
の
た
め
に
不
可
欠
な
原
燃

料
・
食
料
の
輸
入
を
キ
ャ
ッ
シ
ン
グ
す
る
に
は
、

パ
テ
ン
ト
料
収
入
や
海
外
に
お
け
る
配
当
収
入

で
は
不
十
分
で
あ
り
、
当
面
の
間
は
製
造
業
に

よ
る
輸
出
で
カ
バ
ー
す
る
し
か
な
い
。
ま
た
、

「
科
学
技
術
創
造
立
国
」
を
目
指
す
わ
が
国
に
と

っ
て
、
製
造
業
は
重
要
な
担
い
手
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
製
造
業
の
国
内
立
地
の
重
要
性
、
製
造

業
を
取
り
巻
く
環
境
変
化
を
整
理
す
る
と
と
も

に
、
こ
れ
を
踏
ま
え
た
わ
が
国
の
今
後
の
製
造

業
の
あ
り
方
、
そ
の
方
向
に
向
け
た
企
業
の
自

助
努
力
を
支
援
す
る
た
め
に
国
が
取
る
べ
き
方

向
性
を
提
言
し
、
日
本
経
済
の
活
性
化
へ
結
び

つ
け
て
い
こ
う
と
い
う
の
が
、
Ｄ
Ｂ
Ｊ
産
業
レ

ポ
ー
ト
の
狙
い
で
あ
る
。

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
総
論
を
取
り
ま
と
め

る
と
と
も
に
、
様
々
な
角
度
か
ら
調
査
・
検
討

を
行
い
幾
つ
か
の
レ
ポ
ー
ト
（
産
業
レ
ポ
ー
ト
）

に
著
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
レ
ポ
ー
ト
の

作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
企
業
の
生
の
声
を
反
映

す
る
た
め
二
百
社
以
上
の
製
造
業
に
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
行
い
（Vol.4,5

）、
諸
外
国
の
誘
致
政
策
を

と
り
ま
と
め
る
た
め
多
数
の
大
使
館
、
企
業
誘

致
事
務
所
等
を
往
訪
す
る
な
ど
（Vol.6
）、
可
能

な
限
り
実
地
に
根
ざ
し
た
調
査
、
提
言
に
努
め

て
い
る
。

現
在
公
表
さ
れ
て
い
る
産
業
レ
ポ
ー
ト
の
概

要
は
平
成
十
四
年
四
月
現
在
で
次
の
表
の
通
り

に
な
っ
て
お
り
、Vol.1

は
総
論
、Vol.2

以
降
は

よ
り
具
体
的
な
観
点
か
ら
調
査
・
検
討
を
行
っ

た
各
論
展
開
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
今

後
も
さ
ら
な
る
調
査
・
検
討
を
進
め
、
わ
が
国

産
業
の
国
際
競
争
力
強
化
に
向
け
て
の
一
助
と

な
る
こ
と
を
期
し
て
産
業
レ
ポ
ー
ト
を
通
じ
た

提
言
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
引

き
続
き
、
多
く
の
方
々
の
ご
批
判
・
ご
指
摘
を

賜
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

な
お
、
本
誌
で
は
次
頁
以
降
、
最
近
発
刊
さ

れ
た
レ
ポ
ー
ト
（Vol.4

〜
）
も
併
せ
て
紹
介
す

る
。

（
文
責：

岩
元
慎
二
）

「
わ
が
国
製
造
業
の
現
状
と
課
題
」

日
本
政
策
投
資
銀
行
　
産
業
・
技
術
部

〜
Ｄ
Ｂ
Ｊ
産
業
レ
ポ
ー
ト
の
概
要
〜

産
業
レ
ポ
ー
ト（
総
括
）
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R e p o r t
要　旨

製造業（製造活動）の国内立地は、日本が21世紀に生き残るためには必要であるものの、
現状は高コスト構造や経済社会の成熟化に加え、製造企業のグローバル化、アジアの巨大
マーケット化により国内製造業の海外移転が進んでおり、このままでは国内経済の縮小均
衡や技術の空洞化が懸念されるところである。
そこで、国内立地維持を可能とする今後のわが国製造業のあり方として、①高付加価値
化・差異化、②製造業のマザーカントリー化をキーワードとして
（１）高付加価値・差異化を目指す製造業の国内立地維持・促進を側面から支える環境整備
（２）国内での高付加価値・差異化を促す環境の整備
（３）地域特性に応じた政策手段の多様性の確保
（４）補完政策としての非製造業対策とアジアとのリンケージ
が、国に求められる政策であると提言している。

わが国主要17業種を、①加工・組立型、②産業素材型、③ＩＴ・電子関連型、④内需関
連型、⑤国際分業型、の5つにグルーピングし、製造業を巡る国際環境の変化と国内立地へ
の影響を調査して取りまとめた。
中長期的には海外ネットワーク家電などのIT関連機器（製造拠点の海外進出は進むものの、
国内立地の競争力は引き続き維持されることが予想される）や化学（特殊品。わが国が既
に世界的にも高いシェアを有しており今後も競争力の上昇が予想される）を除いて、多く
の業種において生産拠点の海外移転が進み、国内に立地する製造業の国際競争力は低下す
ると予測している。
業種毎に産業の国際競争力と国内立地の相関関係をイメージ図として展開した点が本レ
ポートの最大の特徴となっている。

本レポートは、わが国製造業の国際競争力回復のために必要な国の政策として、米国産
業政策に大きな影響を与え、90年代の米国の国際競争力の回復に寄与した『ヤングレポー
ト』について調査・整理を行い、わが国の競争力回復のために必要な条件を提言している。
ヤングレポート以降、現在まで続く議論の中心はイノベーションの重要性であり、イノ
ベーションの強化のためには、スイスのIMD世界競争力評価において先進国中で著しく低い
評価要素の早急な改善が必要である。そして、イノベーションの中核となる地域クラスタ
ーの見直しを指摘するとともに、特許に代表されるシーズと製品化への応用のニーズをマ
ッチングする仕組みとして、体系的な技術情報コーディネーションを提言している。

本レポートでは、国内生産を維持しながらも、強い競争力を有している企業10社につい
てケーススタディを実施、国内で製造業を行う日本企業の新たな方策として「21世紀型国
内立地製造業のキーファクター」を提言している。
そこでは、
① プロダクト・イノベーション、プロセス・イノベーション、そして市場・顧客マッチン
グによる「高付加価値化・差異化」

② 製造過程のブラックボックス化、プロパテント戦略、不断の研究開発、事業の選択と集
中等を通じた「持続可能な競争力」の獲得

を挙げている。

国内における産業空洞化が進む中で、わが国製造業の国際競争力を維持し、国内立地を
促進させるための条件を探るため、当行取引先208社にヒアリングを実施して集計を行った。
調査結果概要は次のとおりである。
① 国内生産ラインは減少傾向で、進出先は中国が多い。
② 研究開発部門は国内に残す方向であり、新製品、新分野を育てるためには現場も必要。
③ 国内生産が維持可能な有望分野は多数あり、そのためには技術的な強みの複合化とその
ための外部との連携が必要。

④ 国内立地促進の方策としては、高コスト構造是正、人材育成、産学連携、産業再編促進
政策等の総合的な政策が必要。

日本の企業立地としての魅力は先進国の中で低下しているのではないかという問題意識
にたって、ヨーロッパ（フランス、オランダ、ドイツ）及びアメリカ（ペンシルベニア州、
オハイオ州、インディアナ州）の産業誘致策について現状・投資環境・企業進出奨励制度
をまとめている。
日本においては、国としてトータルな産業誘致策を構築することが必要であり、産業集
積を高度化することで魅力を高め、近隣諸国との共生を図り国際的な分業体制を構築する
ことが必要であると提言している。
なお、欧米諸国の取り組みを比較することで、日本の現状を見つめなおすことを目的と
しているが、各国・地域の魅力的な投資環境を紹介し、進出先の検討資料として活用する
ことも目的としている。

Vol.

1

2

3

4

5

6
（予定）

タイトル

マニュファクチャリング・
イニシアチィブ調査・提言
―製造業に視点を置いた日
本経済活性化への道―

我が国主要製造業の国際競
争力変化と国内立地動向

『ヤングレポート』以降の
米国国際競争力政策と我が
国製造業空洞化へのインプ
リケーション
―国際競争プラットフォー
ムの整備とイノベーション
強化のための提言―

21世紀型国内立地製造業
へのあり方への提言
―産業空洞化の中で躍進す
る国内立地企業のキーファ
クター分析とケーススタデ
ィ―

産業空洞化についての実態
調査と今後の展開
―日本に残る機能・分野と
は何か　製造業208社ヒア
リング集計―

企業をひきつける投資環境

各レポートはご希望の方に差し上げております。当行産業・技術部（電話：03-3244-1680）までお問い合わせ下さい。
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わ
が
国
産
業
の
国
際
競
争
力
強
化
に
向
け
た
挑
戦

S
P

E
C

IA
L

F
E

A
T

U
R

E
S

海
外
展
開
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
企
業
の
う

ち
、
約
七
割
は
九
〇
年
代
ま
で
に
既
に
進
出
済

み
で
あ
り
、
今
後
新
た
に
海
外
に
進
出
す
る
企

業
は
約
一
割
に
す
ぎ
な
い
。
高
付
加
価
値
製
品

の
製
造
や
国
内
製
造
業
の
集
積
と
い
っ
た
理
由

に
よ
り
、
海
外
進
出
に
否
定
的
な
見
方
を
示
し

て
い
る
企
業
も
存
在
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
れ
を
以
て
「
既
に
海
外
進
出
の
動
き
は
終
息

を
み
つ
つ
あ
る
」
と
判
断
し
て
良
い
の
で
あ
ろ

う
か
。
当
行
で
は
、
空
洞
化
の
現
状
と
、
国
際

競
争
力
維
持
お
よ
び
国
内
立
地
を
促
進
さ
せ
る

た
め
の
処
方
箋
を
探
る
た
め
、
全
国
よ
り
自
立

的
か
つ
活
力
の
あ
る
企
業
を
計
二
○
八
社
抽
出

し
（
原
則
と
し
て
大
企
業
子
会
社
を
除
く
）、

ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
行
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
得

た
結
論
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

以
下
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
結

果
を
一
部
ご
紹
介
す
る
。

1.
生
産
ラ
イ
ン
の
動
向

（1）
海
外
展
開
の
現
況

海
外
投
資
の
現
況
を
み
て

み
る
と
、
全
体
で
は
国
外
投

資
／
内
外
総
投
資
比
は
約
二

十
三
％
で
あ
る
が
、
国
内
生

産
比
一
〇
〇
％
の
企
業
を
除

く
と
、
同
比
は
約
四
十
四
％

に
達
し
て
い
る
。
海
外
展
開

の
規
模
に
つ
い
て
は
平
均
で

現
存
生
産
能
力
の
約
四
十

三
％
、
投
資
額
で
は
平
均
約
二
十
五
億
円
（
過

半
数
が
十
億
円
未
満
）
と
そ
れ
ほ
ど
急
進
的
で

は
な
く
、
堅
実
な
形
で
進
出
し
て
い
る
。

今
後
の
生
産
ラ
イ
ン
進
出
希
望
先
と
し
て
は

大
規
模
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
持
つN

AFTA

やEU

よ

り
も
、
安
価
な
労
働
力
を
有
す
る
中
国
や

ASEAN

指
向
が
強
く
、
特
に
中
国
へ
は
全
体
の

約
七
十
五
％
が
進
出
を
希
望
し
て
い
る
。
た
だ

し
、
中
国
は
必
ず
し
も
労
働
力
供
給
基
地
と
し

て
だ
け
で
は
な
く
、
新
規
有
望
市
場
と
も
捉
え

ら
れ
て
お
り
、
特
に
増
益
基
調
に
あ
る
企
業
に

そ
の
割
合
が
高
い
（
表
１
）。
ま
た
、ASEAN

指
向
に
や
や
多
く
見
ら
れ
た
の
が
進
出
奨
励
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
存
在
で
あ
り
、
こ
れ
も
海
外
展
開

誘
因
の
一
つ
と
な
り
え
た
可
能
性
が
あ
る
。

し
か
し
実
際
の
進
出
に
際
し
て
は
カ
ン
ト
リ

「
日
本
に
残
る
機
能
・
分
野
と
は
何
か
」

―
―
製
造
業
二
〇
八
社
ヒ
ア
リ
ン
グ
集
計
―
―

産
業
空
洞
化
に
つ
い
て
の
実
態
調
査
と
今
後
の
展
開

日
本
政
策
投
資
銀
行
産
業
・
技
術
部

産
業
レ
ポ
ー
トVol.5

①
コ
ス
ト
削
減
等
を
求
め
て
生
産
拠
点
を
海
外
に
移
転
さ
せ

る
動
き
は
は
っ
き
り
と
認
め
ら
れ
る
。

②
企
業
は
生
産
ラ
イ
ン
と
研
究
開
発
機
能
は
切
り
離
せ
な
い

と
認
識
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
現
在
の
わ
が
国
が
抱
え
る

諸
々
の
問
題
点
を
放
置
し
た
ま
ま
で
あ
れ
ば
生
産
拠
点
だ
け

で
な
く
、
研
究
拠
点
の
海
外
展
開
が
進
み
、
国
内
生
産
拠
点

の
縮
小
・
弱
体
化
は
加
速
度
的
に
進
行
す
る
と
予
想
さ
れ

る
。

③
現
時
点
で
は
多
く
の
企
業
で
有
望
分
野
を
持
ち
、
そ
れ
を

国
内
生
産
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
し
て
お
り
、
ま
た
こ

れ
を
可
能
と
す
る
研
究
開
発
機
能
、
同
費
用
も
増
加
基
調
に

あ
る
。
し
か
し
今
後
も
高
付
加
価
値
製
品
の
研
究
開
発
及
び

生
産
活
動
が
維
持
さ
れ
、
そ
の
好
循
環
が
保
た
れ
る
よ
う
に

す
る
た
め
に
は
、
（1）
魅
力
あ
る
立
地
環
境
づ
く
り
、
（2）
高
度

化
を
促
す
環
境
づ
く
り
、
（3）
選
択
と
集
中
、
及
び
市
場
か
ら

の
退
出
を
促
す
環
境
づ
く
り
、
を
総
合
的
に
行
う
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。



ー
・
リ
ス
ク
等
を
懸
念
す
る
声
も
多
く
、
現
状

で
は
海
外
進
出
時
の
留
意
点
は
数
多
く
残
さ
れ

て
い
る
と
言
え
る
。

（2）
今
後
の
国
内
生
産
ラ
イ
ン

国
内
投
資
の
内
容
を
み
て
み
る
と
、
当
然
の

こ
と
な
が
ら
、
増
収
基
調
の
企
業
で
は
ラ
イ
ン

新
設
や
能
力
増
の
投
資
が
、
ま
た
減
収
基
調
の

企
業
で
は
維
持
更
新
等
の
投
資
が
中
心
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ど
の
セ
グ
メ
ン
ト
の
企

業
で
あ
っ
て
も
高
付
加
価
値
化
投
資
は
そ
れ
な

り
に
重
視
し
て
お
り
、
今
後
の
国
際
競
争
力
維

持
の
た
め
の
必
要
条
件
と
し
て
考
え
て
い
る
と

見
ら
れ
る
（
表
２
）。

次
に
生
産
設
備
の
ビ
ン
テ
ー
ジ
を
み
る
と
、

全
体
的
に
経
過
率
（
経
過
年
数
／
耐
用
年
数
）

が
高
い
。
増
益
基
調
に
あ
る
企
業
で
あ
っ
て
も
、

経
過
率
が
一
以
上
、
す
な
わ
ち
耐
用
年
数
以
上

に
生
産
設
備
を
利
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
約
二

割
あ
る
（
表
３
）。
こ
れ
は
、
生
産
設
備
に
関

す
る
投
資
を
抑
制
し
て
利
益
を
確
保
し
て
い
る

企
業
が
多
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、

将
来
の
わ
が
国
の
国
際
競
争
力
に
関
す
る
不
安

要
素
の
一
つ
と
い
え
よ
う
。
な
お
、
今
後
は
生

産
ラ
イ
ン
を
減
少
さ
せ
る
と
回
答
し
た
企
業
が

約
六
割
に
達
し
て
お
り
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
よ
り
は

製
品
価
値
を
高
め
る
こ
と
で
生
き
残
り
を
図
る

方
向
が
模
索
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

2.
研
究
開
発
部
門
の
動
向

研
究
開
発
部
門
の
海
外
進
出
希
望
先
と
し
て

13

安価な労働力 
マーケットイン 
進出奨励プログラム 
親会社追随 
販売先追随 
その他 

2期連続増益 
84.4％ 
65.6％ 
6.3％ 
3.1％ 
40.6％ 
9.4％ 

横這い 
69.6％ 
47.8％ 
8.7％ 
0.0％ 
28.3％ 
17.4％ 

2期連続減益／赤字 
88.2％ 
58.8％ 
5.9％ 
0.0％ 
11.8％ 
5.9％ 

（N＝32） （N＝46） （N＝17） 

ライン新設 
能力増 
高付加価値化 
維持更新 
最低限改修 

2期連続増収 
31.1％ 
45.9％ 
52.5％ 
62.3％ 
11.5％ 

横這い 
13.2％ 
39.7％ 
39.7％ 
72.1％ 
14.7％ 

2期連続減収 

（N＝61） （N＝68） （N＝33） 

18.2％ 
27.3％ 
39.4％ 
63.6％ 
30.3％ 

0.5未満 
0.5～0.75未満 
0.75～1未満 
1以上 
平均 

2期連続増益 
19.0％ 
57.1％ 
4.8％ 
19.0％ 
0.73

横這い 
16.7％ 
33.3％ 
23.3％ 
26.7％ 
0.90

2期連続減益／赤字 

（N＝21） （N＝30） （N＝7） 

57.1％ 
14.3％ 
28.6％ 
0.0％ 
0.72

R e p o r t  Vo l . 5

窯業・土石 

業種 

分野 

環境・エネルギー ●排ガス浄化用部品 
●工場廃棄物リサイクル 

●環境対応車種（小型 
　化ハイブリッドカー、 
　低公害車、燃料電池車） 

●無鉛銅合金 
●土壌改良材 

●生分解性プラスティ 
　ック 

●風力発電向け部品 ●水処理 ●集塵装置 
●太陽電池 

●検査機器 
●医薬中間体 
●漢方製剤 
●医薬品用樹脂容器 

●MRI 
●医療用ブラウン管 

●メディカル用品 
●高機能フィルム 

●医療用レーザー機器 
●ウォーターインジェ 
　クションコンプレッサー 

●新型ディスプレイ用 
　部品 
●大型TFT液晶用成膜 
　ガラス基盤 

●有機EL ●電子ビーム ●液晶ディスプレイ材 
　料 

●有機EL ●電磁波シールド ●プロジェクター用 
　レンズ 

●RV車、RV関連 
●自動車部品向 
　け鍛造用棒 

●ポリプロピレン 
●エアバッグ用インフ 
　レーター 

●IVCS 
●テレマティックス 

●各種センサー 
●車載用レンズ 

●溶接冶具 

●セラミック部品 ●宇宙部品向け 
●ガスタービン 
●工作機械 

●グラフィック 
　システム 

●携帯電話向け部品 
●情報家電向けハード 
　ディスク関連 
●メモリー関連 

●PC・携帯電話向け 
　電磁波シールド 

●デジタル・カメラ用 
　レンズ 

●光ファイバー 
●光ファイバーコー 
　ティング材料 

●次世代・第3世代移 
　動体通信網関連 
●光関連　●無線電送　 
●IP電話　 
●ブルートゥース 

●ICパッケージ ●フォトレジスト 
●システムLSI 
●パワー系半導体 
●理論素子 

●半導体向け小型精密 
　機器 
●半導体向け洗浄装置 

●銅箔・電解箔 
●金属超微粉 

医療用機器 

ディスプレイ 

自動車関連 

航空・宇宙分野 

移動体通信端末、 
情報家電 

通信 

半導体 

IT関連材料 

輸送用機械 金属 化学 電気機械 繊維 精密機械 一般機械 

表1 利益別・進出希望理由

表2 収益別・国内投資の内容

表3 利益別・生産設備の経過率（経過年数／耐用年数）

表4 現在伸びている製品分野・有望分野（部品・材料を含む）の概要
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わ
が
国
産
業
の
国
際
競
争
力
強
化
に
向
け
た
挑
戦

S
P

E
C

IA
L

F
E

A
T

U
R

E
S

は
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
や
、
優
秀
な
技
術
者
の

獲
得
を
理
由
に
、N

AFTA

やEU

そ
し
て
中
国

が
多
く
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
特
に
増
益
基
調
の

企
業
で
はEU
指
向
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

海
外
進
出
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
海
外
メ
ー

カ
ー
と
の
提
携
や
、
製
品
の
現
地
仕
様
化
や
リ

サ
ー
チ
と
い
っ
た
点
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
現
時

点
で
は
、
生
産
ラ
イ
ン
の
海
外
移
転
と
同
様
、

カ
ン
ト
リ
ー
リ
ス
ク
を
危
惧
し
て
「
研
究
拠
点

の
海
外
進
出
は
時
期
尚
早
」
と
す
る
企
業
が
多

い
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
い
っ
た
企
業
も
研
究
部

門
の
海
外
進
出
の
可
能
性
を
完
全
に
排
除
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
八
十
六
％
も
の

企
業
が
、
新
製
品
・
新
分
野
を
育
て
る
た
め
に

は
現
場
（
＝
海
外
工
場
）
も
必
要
と
考
え
て
お

り
、「
生
産
ラ
イ
ン
と
研
究
開
発
は
切
り
離
せ

な
い
」
と
の
コ
メ
ン
ト
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
こ

と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
両
者
は
不
可
分
の

関
係
に
あ
る
と
強
く
認
識
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

研
究
部
門
を
完
全
に
海
外
移
転
さ
せ
よ
う
と
考

え
る
企
業
も
少
数
派
で
あ
り
、
何
ら
か
の
形
で

国
内
に
研
究
部
門
を
残
す
と
回
答
し
た
企
業
も

約
八
十
五
％
に
上
る
。

3.
今
後
の
事
業
展
開
と
技
術
開
発

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
医
療
用
機
器
、
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
、
自
動
車
関
連
、
航
空
・
宇
宙
、
移

動
体
通
信
端
末
・
情
報
家
電
の
各
分
野
は
、
部

品
・
材
料
も
含
め
る
と
ほ
と
ん
ど
の
業
種
か
ら

有
望
分
野
と
し
て
目
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
通
信
、

半
導
体
、
Ｉ
Ｔ
関
連
材
料
等
も
将
来
の
成
長
が

期
待
さ
れ
て
い
る
分
野
で
あ
る
（
表
４
）。

現
在
の
日
本
で
は
一
般
的
に
、「
企
業
は
今

後
の
景
気
動
向
や
市
場
規
模
の
見
通
し
に
つ
い

て
閉
塞
感
を
感
じ
て
い
る
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、

調
査
結
果
を
分
析
す
る
と
、
実
に
全
回
答
企
業

の
う
ち
約
九
割
が
「
今
後
有
力
な
市
場
に
成
長

す
る
」
と
考
え
る
分
野
を
持
ち
、
か
つ
今
後
も

国
内
生
産
基
盤
の
維
持
が
可
能
と
考
え
て
い
る

な
ど
、
一
般
的
な
認
識
と
は
異
な
る
結
果
が
得

ら
れ
た
。

こ
れ
ら
有
望
分
野
・
高
付
加
価
値
製
品
の
国

内
生
産
維
持
の
た
め
に
は
、
研
究
・
技
術
開
発

が
必
須
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、O

nly
1

技
術
（
プ
ロ
ダ
ク
ト
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

起
因
す
る
も
の
だ
け
で
な
く
、
プ
ロ
セ
ス
・
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
起
因
す
る
も
の
も
含
む
）、

技
術
の
組
み
合
わ
せ
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
工
夫

等
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と
い
う
声
が
多
く
寄
せ

ら
れ
た
。
ま
た
、
専
用
機
・
金
属
の
内
製
化
や
、

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
・
サ
ー
ビ
ス
の
重
要
性
に
つ
い

て
は
、
増
益
基
調
に
あ
る
企
業
の
多
く
が
指
摘

し
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
は
、
増

益
基
調
に
あ
る
企
業
が
、
専
用
機
や
金
型
の
内

製
化
に
よ
り
、
一
層
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
や
ユ
ー

ザ
ー
ニ
ー
ズ
へ
の
迅
速
対
応
を
図
っ
て
い
る
姿

で
あ
る
（
図
１
）。
先
に
挙
げ
た
各
技
術
は
複

合
的
に
関
連
し
て
い
る
と
と
も
に
、
こ
の
よ
う

な
技
術
的
な
強
み
の
有
機
的
な
繋
が
り
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
が
利
益
に
大
き
く
反
映
さ
れ
て
い

る
と
言
え
よ
う
。

ま
た
、
各
社
にO

nly
1

技
術
と
認
識
さ
れ
て

い
る
内
容
は
、
こ
の
よ
う
な
複
合
的
な
生
産
技

術
が
含
ま
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
競
合
の
少
な

い
ニ
ッ
チ
な
分
野
で
技
術
を
確
立
す
る
こ
と

や
、
微
細
加
工
、
精
密
加
工
、
表
面
処
理
技
術

と
い
っ
た
他
社
の
追
随
を
許
さ
な
い
技
術
的
優

位
を
確
保
す
る
こ
と
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
こ

と
が
窺
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
技
術
に
つ
い
て
は
、
業
績
好
調

な
企
業
の
多
く
が
自
社
開
発
の
み
に
は
こ
だ
わ

ら
ず
、
獲
得
経
路
の
多
様
化
を
図
っ
て
い
る
一

方
、
減
益
／
赤
字
基
調
の
企
業
で
は
自
社
開
発

以
外
の
経
路
が
取
引
先
と
の
共
同
開
発
に
大
き

く
偏
っ
て
お
り
、
従
来
の
ス
タ
イ
ル
を
踏
襲
し

た
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
点
は
指
摘
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
（
表
５
）。
取
引
先
と
の
共
同
開
発

に
つ
い
て
は
、
新
た
な
技
術
・
知
識
の
習
得
や

ユ
ー
ザ
ー
の
ニ
ー
ズ
を
直
に
反
映
で
き
る
等
、

当
然
な
が
ら
そ
の
メ
リ
ッ
ト
は
多
々
あ
る
。
し

か
し
結
果
と
し
て

汎
用
性
の
乏
し
さ

や
特
許
他
の
権
利

問
題
等
に
よ
り
、

研
究
開
発
に
投
じ

た
資
本
に
比
し
て

十
分
な
リ
タ
ー
ン

が
得
ら
れ
な
い
ケ

ー
ス
が
見
ら
れ
る
。

今
後
は
公
的
機
関
、

大
学
等
の
、
取
引

関
係
と
離
れ
た
外

部
知
識
ス
ト
ッ
ク

を
も
有
効
活
用
し
、

技
術
獲
得
の
チ
ャ

ン
ネ
ル
を
多
様

化
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
さ
せ
る
と
と
も
に
、
研
究
開
発
投
資
が
利

益
に
反
映
さ
れ
る
構
造
に
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。

4.
国
内
立
地
を
促
進
さ
せ
る
た
め
に

生
産
拠
点
の
国
内
立
地
を
促
進
さ
せ
る
方
策

と
し
て
は
労
働
コ
ス
ト
・
電
力
料
金
引
き
下

げ
、
規
制
緩
和
の
他
、
物
流
や
税
、
人
材
確
保

と
い
っ
た
面
も
挙
げ
ら
れ
る
。

研
究
拠
点
国
内
立
地
促
進
に
つ
い
て
は
人
材

育
成
・
確
保
が
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、
技

術
系
人
材
の
質
の
低
下
へ
の
対
処
や
、
外
国
人

研
究
者
の
雇
用
等
が
望
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、

大
学
と
の
共
同
研
究
の
促
進
を
目
的
と
し
た
規

制
緩
和
等
も
求
め
ら
れ
よ
う
。

（
文
責：

木
嶋
　
豊
）

独自技術 ・コストダウン 
・製品、技術開発 
・ユーザー指向 

技術的強みと複合性の一例 
・金型の内製により企画段階から参加可能(化学) 
・専用機の内製が独自製品の生産に結実(金属) 
・一貫生産によるコストダウン・内製化(輸送用機械) 
・内製化による競争力維持(一般機械) 
・独自製品を核に企画・生産・販売を提供（繊維） 

ワンストップ 
・サービス 

専用機・金型 
の内製化 

創業者の前勤務地 
自社開発 
親会社・取引先指導 
共同開発（公的機関） 
共同開発（大学） 

2期連続増益 
6.1％ 
93.9％ 
26.5％ 
10.2％ 
14.3％ 

横這い 
1.3％ 
90.0％ 
15.0％ 
12.5％ 
21.3％ 

2期連続減益／赤字 
3.6％ 
85.7％ 
25.0％ 
0.0％ 
7.1％ 

共同開発（取引先） 28.6％ 27.5％ 
（N＝49） （N＝80） （N＝28） 

42.9％ 

表5 利益別・技術獲得の経緯

図1 技術的強みと複合性の例
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R e p o r t  Vo l . 4

1.
流
出
す
る
生
産
技
術

わ
が
国
の
二
十
〜
三
十
分
の
一
と
い
わ
れ
る

労
務
費
に
代
表
さ
れ
る
低
コ
ス
ト
体
質
や
将
来

的
な
市
場
規
模
拡
大
へ
の
期
待
を
理
由
に
、
近

年
日
本
企
業
に
よ
る
中
国
へ
の
工
場
移
転
が
急

速
に
進
み
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
ま
で
も
同
様
の
理

由
か
らASEAN

諸
国
へ
生
産
を
移
転
さ
せ
る
企

業
も
多
か
っ
た
が
、
中
国
の
技
術
レ
ベ
ル
の
向

上
や
カ
ン
ト
リ
ー
リ
ス
ク
の
低
下
な
ど
に
よ
り

同
国
へ
の
注
目
度
が
各
段
に
高
ま
り
つ
つ
あ

り
、
そ
れ
が
生
産
体
制
の
国
外
流
出
に
拍
車
を

か
け
て
い
る
。

企
業
行
動
と
い
う
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
低
コ
ス

ト
で
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
近
い
場
所
で
生
産
を
行
う
こ

と
は
最
適
地
生
産
で
あ
り
、
企
業
に
と
っ
て
の
最

適
行
動
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
一
方
で
わ
が
国
全
体

と
し
て
は
そ
の
弊
害
が
少
な
く
な
い
の
も
確
か
で

あ
る
。
こ
れ
ま
で
わ
が
国
で
は
組
立
･
部
品
･
素

材
産
業
が
幅
広
い
分
野
で
厚
い
集
積
を
形
成
し
、

そ
の
内
部
連
携
に
よ
る
共
同
開
発
な
ど
で
高
い
開

発
能
力
を
有
し
て
き
た
。
し
か
し
生
産
体
制
の
国

外
流
出
は
そ
の
集
積
を
破
壊
し
、
わ
が
国
製
造
業

の
強
み
と
な
っ
て
い
た
高
い
技
術
集
積
が
失
わ
れ

る
可
能
性
が
あ
る
。

ま
た
わ
が
国
製
造
業
の
も
う
一
つ
の
強
み

に
、
生
産
活
動
を
効
率
的
に
行
う
た
め
の
ノ
ウ

ハ
ウ
、
つ
ま
り
高
い
生
産
技
術
力
が
あ
る
。
し

か
し
こ
の
よ
う
な
生
産
体
制
の
国
外
流
出
に
よ

る
国
内
生
産
現
場
の
減
少
は
生
産
技
術
を
琢
磨

す
る
場
を
失
う
こ
と
と
な
り
、
生
産
体
制
の
集

積
が
進
む
ア
ジ
ア
諸
国
に
比
し
、
相
対
的
に
生

産
技
術
力
が
低
下
し
て
し
ま
う
。
こ
の
よ
う
に

空
洞
化
が
進
展
す
れ
ば
わ
が
国
製
造
業
の
「
強

み
」
が
失
わ
れ
、
国
際
競
争
力
が
低
下
し
て
し

ま
う
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
。
で
は
我
々
は
い

か
に
し
て
国
内
で
生
産
さ
れ
る
商
品
の
国
際
競

争
力
を
維
持
し
、
製
造
業
の
空
洞
化
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
逆
に
い
え
ば
、

国
内
に
生
産
拠
点
を
立
地
さ
せ
な
が
ら
も
、
国

際
競
争
力
を
持
っ
た
商
品
を
供
給
す
る
に
は
ど

の
よ
う
に
す
れ
ば
良
い
の
だ
ろ
う
か
。

2.
日
本
の
国
際
競
争
力
維
持
の

ポ
イ
ン
ト

我
々
は
国
際
競
争
力
の
源
泉
が
「
高
付
加
価

値
化
・
差
異
化
」
に
あ
り
、
さ
ら
に
そ
れ
を
長

期
保
持
す
る
た
め
の
「
競
争
力
維
持
戦
略
」
の

実
施
に
よ
る
「Sustainable

Com
petitiveness

（
持
続
可
能
な
競
争
力
）」
の
獲
得
に
そ
の
答
え

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
高
付
加
価

値
化
・
差
異
化
を
成
し
遂
げ
る
た
め
の
キ
ー
フ

ァ
ク
タ
ー
は
「
プ
ロ
ダ
ク
ト
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
」、「
プ
ロ
セ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」、「
市

場
・
顧
客
マ
ッ
チ
ン
グ
」
の
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ

ー
に
分
類
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
勝
ち
組
と
呼
ば
れ

る
企
業
は
こ
れ
ら
の
ツ
ー
ル
を
複
数
組
み
合
わ

せ
て
利
用
し
て
い
る
事
例
が
多
い
。
し
か
し
こ

の
よ
う
に
し
て
高
付
加
価
値
化
・
差
異
化
を
実

現
し
た
と
し
て
も
、
様
々
な
理
由
か
ら
次
第
に

そ
の
競
争
力
は
失
わ
れ
て
い
く
。
そ
の
要
因
の

一
つ
と
し
て
、
国
内
企
業
同
士
に
よ
る
激
し
い

競
争
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
わ
が
国
の
メ
ー

「
二
十
一
世
紀
型
国
内
立
地
製
造
業
の

あ
り
方
へ
の
提
言
」

〜
産
業
空
洞
化
の
中
で
躍
進
す
る
国
内
立
地
企
業
の
キ
ー
フ
ァ
ク
タ
ー
分
析
と
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
〜

日
本
政
策
投
資
銀
行
産
業
・
技
術
部

産
業
レ
ポ
ー
トVol.4
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わ
が
国
産
業
の
国
際
競
争
力
強
化
に
向
け
た
挑
戦

S
P

E
C

IA
L

F
E

A
T

U
R

E
S

カ
ー
に
追
い
つ
き
追
い
越
そ
う
と
し
て
い
る
企

業
、
つ
ま
り
中
国
を
は
じ
め
と
す
る
ア
ジ
ア
企

業
に
よ
る
追
撃
が
挙
げ
ら
れ
る
。
彼
等
は
近
年

技
術
力
を
向
上
さ
せ
、
わ
が
国
の
メ
ー
カ
ー
を

脅
か
す
存
在
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
ま
た
新
技
術

と
い
わ
れ
る
も
の
で
も
時
の
流
れ
に
は
逆
ら
え

ず
、
時
間
と
共
に
陳
腐
化
し
て
し
ま
う
と
い
う

こ
と
も
あ
る
。
技
術
が
陳
腐
化
す
る
に
つ
れ
、

市
場
参
加
企
業
が
増
大
し
、
い
ず
れ
は
値
下
競

争
と
い
う
過
当
競
争
に
ま
で
い
た
っ
て
し
ま
う

だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
競
争
力
低
下
要
因
に
対
し

有
効
と
さ
れ
る
の
が
「
競
争
力
維
持
戦
略
」
な

の
で
あ
る
。

我
々
は
以
上
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、
国
内
生

産
を
維
持
し
な
が
ら
も
、
強
い
国
際
競
争
力
を

保
持
し
て
い
る
企
業
十
社
に
つ
い
て
、
そ
の
ケ

ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を
行
っ
た
。
各
企
業
が
限
ら
れ

た
経
営
資
源
を
最
大
限
に
活
用
し
、
先
見
性
を

も
っ
た
経
営
を
行
っ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
た
の

は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
さ
ら
に
分
析
を
進
め

る
と
、
彼
等
は
実
に
多
様
な
方
策
で
「
高
付
加

価
値
化
・
差
異
化
」
と
「
競
争
力
維
持
戦
略
」

を
実
践
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

《
プ
ロ
ダ
ク
ト
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
》

自
社
に
蓄
積
さ
れ
た
繊
維
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ

ウ
を
活
か
し
、
新
分
野
へ
の
展
開
を
積
極
的
に

行
う
の
は
セ
ー
レ
ン
株
式
会
社(

本
社：

福
井
県

福
井
市)

。
同
社
は
繊
維
の
特
性
を
活
か
し
て
、

自
動
車
・
住
宅
・
医
療
・
電
機
と
幅
広
い
分
野

へ
の
事
業
展
開
を
果
た
し
て
い
る
。
そ
れ
ま
で

の
常
識
を
打
ち
破
る
よ
う
な
プ
ラ
ズ
マ
電
源
を

自
ら
開
発
し
、
世
界
中
の
企
業
か
ら
高
い
信
頼

を
受
け
て
い
る
の
は
株
式
会
社
ア
ド
テ
ッ
ク
プ

ラ
ズ
マ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー(

本
社：

広
島
県
福
山

市)

。
現
在
斯
業
界
に
お
い
て
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

技
術
力
を
持
つ
に
も
関
わ
ら
ず
、
同
社
は
更
に

技
術
力
を
高
め
る
た
め
産
学
共
同
体
制
で
の
基

礎
研
究
を
行
う
な
ど
技
術
開
発
に
余
念
が
無

い
。
株
式
会
社
倉
元
製
作
所(

本
社：

宮
城
県
栗

原
郡
若
柳
町)

は
液
晶
用
ガ
ラ
ス
基
板
で
非
常
に

高
い
技
術
力
に
よ
り
競
争
力
を
維
持
し
て
い
る

が
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
て
薄
膜
デ
バ
イ

ス
に
関
す
る
産
学
官
連
携
の
研
究
機
関
に
参

加
。
新
た
に
同
事
業
へ
の
進
出
を
果
た
す
。
テ

イ
エ
チ
ケ
ー
株
式
会
社(

本
社：

東
京
都
品
川

区)

は
工
作
機
械
用
直
動
シ
ス
テ
ム
で
有
名
。
一

方
で
そ
の
シ
ス
テ
ム
を
応
用
し
、
近
年
注
目
を

集
め
て
い
る
免
震
装
置
業
界
等
、
市
場
の
開
拓

を
積
極
的
に
行
う
。

《
プ
ロ
セ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
》

金
型
加
工
工
程
で
の
Ｉ
Ｔ
化
を
果
た
し
た
の

は
株
式
会
社
キ
メ
ラ(

本
社：

北
海
道
室
蘭
市)

。

そ
れ
ま
で
職
人
の
力
量
に
依
存
し
て
い
た
金
型

加
工
に
三
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
に
よ
る
設
計
と
機
械
工

程
の
Ｃ
Ａ
Ｍ
化
を
導
入
し
、
設
計
時
間
と
工
程

の
短
縮
と
コ
ス
ト
の
削
減
を
同
時
に
実
現
し

た
。
ま
た
セ
ー
レ
ン
も
Ｉ
Ｔ
の
導
入
に
は
積
極

的
だ
。
独
自
に
開
発
し
た
「V

ISC
O
T
E
C
'S

」

と
呼
ば
れ
る
企
画
―
製
造
―
販
売
シ
ス
テ
ム
に

よ
り
、
繊
維
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
マ
ネ
ー
ジ
メ

ン
ト
全
般
に
わ
た
る
デ
ジ
タ
ル
化
を
具
現
し
て

い
る
。
一
方
、
独
自
の
社
内
改
革
と
生
産
方
式

の
導
入
に
よ
り
、
企
業
活
動
の
効
率
化
を
狙
う

の
が
中
日
本
ダ
イ
カ
ス
ト
工
業
株
式
会
社(

本

社：

岐
阜
県
各
務
原
市)

。
独
自
の
能
力
給
シ
ス

テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
従
業
員
の
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
を
高
め
る
こ
と
で
組
織
力
を
強

化
。
ま
た
稼
動
率
の
上
昇
に
よ
り
利
益
を
最
大

化
で
き
る
よ
う
な
独
自
の
生
産
方
式
を
導
入

し
、
徹
底
し
た
効
率
化
を
図
る
。

《
市
場
・
顧
客
マ
ッ
チ
ン
グ
》

電
源
・
半
導
体
の
大
手
、
サ
ン
ケ
ン
電
気
株

式
会
社(

本
社：

埼
玉
県
新
座
市)

は
今
後
も
日

本
で
生
産
が
維
持
さ
れ
る
よ
う
な
最
先
端
分
野

を
中
心
に
、
自
社
技
術
を
生
か
す
新
商
品
を

次
々
と
市
場
投
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
低
コ
ス

ト
を
武
器
と
す
る
ア
ジ
ア
企
業
へ
の
競
争
優
位

を
確
保
す
る
。
ミ
ロ
ク
機
械
株
式
会
社(

本
社：

高
知
県
南
国
市)

は
、
親
会
社
で
あ
る
株
式
会
社

ミ
ロ
ク
製
作
所
で
培
っ
た
職
人
技
と
も
い
え
る

高
い
技
術
力
を
持
っ
た
従
業
員
の
手
に
よ
っ

て
、
非
常
に
高
い
精
度
と
信
頼
性
の
あ
る
ガ
ン

ド
リ
ル
マ
シ
ン
を
作
り
上
げ
る
。
さ
ら
に
は
ミ

ロ
ク
製
作
所
で
培
っ
た
ガ
ン
ド
リ
ル
マ
シ
ン
の

効
率
的
な
使
用
方
法
と
い
う
ソ
フ
ト
を
も
提
供

し
、
ユ
ー
ザ
ー
の
信
頼
を
勝
ち
取
っ
て
い
る
。

《
競
争
力
維
持
戦
略
》

機
械
メ
ー
カ
ー
と
地
下
開
発
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
と
い
う
二
つ
の
顔
を
持
つ
の
が
ボ
ー

リ
ン
グ
機
械
メ
ー
カ
ー
、
鉱
研
工
業
株
式
会
社

(

本
社：

東
京
都
中
野
区)

。
多
く
の
ア
イ
デ
ア

と
高
い
技
術
力
を
持
つ
同
社
は
、
コ
ア
技
術
の

ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
化
と
プ
ロ
パ
テ
ン
ト
戦
略

に
よ
り
競
争
力
維
持
戦
略
も
万
全
。
織
機
部
品

リ
ー
ド
の
大
手
、
株
式
会
社
木
地
リ
ー
ド(

本

社：

石
川
県
松
任
市)

は
新
素
材
の
開
発
に
よ

り
、
商
品
の
高
付
加
価
値
化
を
図
る
。
近
年
、

新
商
品
を
分
解
・
研
究
し
て
、
新
た
に
同
様
の
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製
品
を
作
り
上
げ
る
と
い
う
リ
バ
ー
ス
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
が
後
発
企
業
に
よ
っ
て
盛
ん
に
行

わ
れ
て
い
る
が
、
新
素
材
開
発
は
そ
の
よ
う
な

リ
バ
ー
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
を
不
可
能
と

し
、
競
争
力
の
維
持
を
可
能
と
す
る
。

以
上
の
十
社
に
加
え
、

「
我
が
国
製
造
業
の
国
際
競

争
力
及
び
国
内
立
地
調
査
結

果
の
概
要
」
と
「
我
が
国
製

造
業
の
中
国
移
転
状
況
及
び

中
国
製
造
業
の
現
況
と
Ｗ
Ｔ

Ｏ
後
の
展
望
」
を
踏
ま
え
、

ハ
ー
バ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク

ー
ル
の
最
新
の
企
業
戦
略
に

関
す
る
論
文
も
参
考
に
し
た

上
で
、
各
企
業
が
自
ら
の
競

争
力
を
高
め
、
維
持
す
る
た

め
に
施
し
て
い
る
方
策
を
整

理
す
る
と
、
下
に
掲
げ
る
表

に
ま
と
め
ら
れ
る
。

こ
れ
が
国
内
工
場
立
地
を

維
持
し
つ
つ
国
際
競
争
力
を

保
持
す
る
企
業
が
行
っ
て
き

た
方
策
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
ま

と
め
た
も
の
で
あ
る
。
二
十

一
世
紀
型
国
内
立
地
製
造
業

の
キ
ー
フ
ァ
ク
タ
ー
と
い
っ

て
良
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
こ

れ
ら
の
実
践
に
よ
る
競
争
力

の
獲
得
は
決
し
て
簡
単
な
も

の
で
は
な
い
。
こ
こ
で
紹
介

し
た
会
社
は
こ
の
よ
う
な

数
々
の
要
素
を
経
営
に
取
り

入
れ
た
上
で
、
さ
ら
に
は
経
営
資
源
の
効
率
配

分
や
経
営
目
標
の
設
定
な
ど
の
効
率
的
な
経
営

戦
略
を
明
確
に
し
、
現
状
に
甘
ん
じ
る
こ
と
な

く
前
進
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
常
に
保
つ
こ
と

で
自
ら
の
国
際
競
争
力
を
維
持
さ
せ
て
き
た
の

だ
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
が
わ
が
国
製
造
業
の
国

内
工
場
立
地
を
維
持
す
る
方
法
で
も
あ
り
、
ひ

い
て
は
技
術
革
新
型
企
業
の
国
内
立
地
に
よ
っ

て
、
わ
が
国
製
造
業
の
マ
ザ
ー
カ
ン
ト
リ
ー
化

を
成
し
遂
げ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
の
で
あ

る
。

（
文
責：

昌
子
祐
輔
）

高付加価値化・差異化 

１． ブレークスルー型製品開発 
２． 高精度化・微細化（ナノテク） 
３． シーズ技術の組み合わせ 
４． シーズ技術の他分野応用 
５． 産学官連携 
６． 企業間連携 
 

１． 革新的生産技術 
２． 生産機械の独自開発 
３． IT化→納期短縮 
４． モジュール化、セル方式、EMS 
５． サプライチェーンマネジメント 
６． 中国・ASEANとの連携 
 

１． 顧客ニーズのフィードバック 
２． トータルソリューション 
３． オーダーメード 
４． ニッチ分野への特化 
５． 市場創造型製品開発 
６． 製造業のサービス化 
 

Sustainable Competitiveness（持続可能な競争力） 

競争力維持戦略 

プロダクト・イノベーション プロセス・イノベーション 

市場・顧客マッチング 

＜阻害要因＞ ＜対策＞ 
１．リバースエンジニアリング ブラックボックス化、素材の研究 
２．類似品・模造品 プロパテント戦略 
３．製品の陳腐化 不断な研究開発、技術開発マネジメント 
４．過当競争 選択と集中、市場からの退出 
 

21世紀型国内立地製造業のキーファクター

R e p o r t  Vo l . 4
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わ
が
国
産
業
の
国
際
競
争
力
強
化
に
向
け
た
挑
戦

S
P

E
C

IA
L

F
E

A
T

U
R

E
S

1.
欧
米
諸
国
の
産
業
誘
致
策

欧
州
の
事
例

フ
ラ
ン
ス
は
一
九
九
六
〜
九
九
年
の
対
内
投

資
累
積
値
で
ユ
ー
ロ
圏
内
の
ト
ッ
プ
に
な
る
な

ど
国
内
産
業
誘
致
に
お
い
て
大
き
な
成
果
を
挙

げ
て
い
る
国
の
一
つ
で
あ
る
。
投
資
環
境
の
優

位
性
と
し
て
は
、
初
期
投
資
コ
ス
ト
の
相
対
的

な
安
さ
に
加
え
、
ハ
イ
テ
ク
産
業
化
、
生
産
性

の
高
い
労
働
力
、
物
理
的
な
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、

と
い
っ
た
点
が
あ
る
。
支
援
策
は
、
大
き
く
①

雇
用
確
保
を
前
提
と
し
た
地
域
に
よ
っ
て
得
ら

れ
る
措
置
、
②
職
業
訓
練
、
研
究
開
発
等
い
ず

れ
の
地
域
で
も
得
ら
れ
る
措
置
、
③
外
国
企
業

に
有
利
な
税
制
、
に
分
け
る
こ
と
が
出
来
る
。

日
本
と
比
較
し
、
一
部
の
企
業
グ
ル
ー
プ
が
誘

致
に
関
与
し
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
り
、
税

制
の
う
ち
、
持
株
会
社
へ
の
税
制
、
経
営
難
会

社
取
得
の
際
の
多
大
な
免
除
措
置
に
特
徴
が
あ

る
と
言
え
よ
う
。

オ
ラ
ン
ダ
も
工
業
分
野
の
全
労
働
者
の
う
ち

約
二
〇
％
が
外
国
企
業
に
雇
用
さ
れ
る
な
ど
、

外
資
系
企
業
誘
致
の
成
功
に
よ
る
経
済
活
性
化

を
実
現
し
て
い
る
。
そ
の
優
れ
た
ビ
ジ
ネ
ス
環

境
は
、
地
理
的
な
優
位
性
、
多
言
語
能
力
、
良

好
な
労
使
関
係
等
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
オ
ラ

ン
ダ
に
お
け
る
誘
致
の
特
徴
・
優
位
性
は
独
自

の
税
制
に
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
世

界
各
国
に
置
か
れ
た
誘
致
専
門
家
の
存
在
が
企

業
の
ニ
ー
ズ
を
掘
り
起
こ
し
、
円
滑
な
誘
致
促

進
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州

（
ド
イ
ツ
）
は
か
つ
て
鉄
鋼
・
重
化
学
工
業
の

中
心
と
し
て
栄
え
、
一
九
六
〇
年
代
よ
り
伝
統

産
業
の
危
機
に
直
面
、
い
ち
早
く
経
済
構
造
の

改
善
を
行
っ
て
き
た
州
で
あ
る
。
購
買
力
の
高

さ
、
国
際
的
な
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
完
備
が
魅
力

で
あ
り
、
数
多
く
の
企
業
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
本
社

を
同
州
に
置
い
て
い
る
。
ま
た
、
大
学
・
公
立

研
究
所
と
い
っ
た
施
設
が
相
互
に
連
関
、
緊
密

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
い
て
お
り
、
有
望
分
野

に
お
い
て
数
々
の
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。
企
業

誘
致
の
仕
組
み
と
し
て
は
、
数
々
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
州
経
済
振
興
公
社
が
仲
介
し
、
企
業
の
最

適
な
選
択
を
支
援
す
る
形
と
な
っ
て
い
る
。
高

度
な
集
積
・
充
実
し
た
研
究
開
発
網
と
い
っ
た

既
存
の
優
位
点
を
上
手
く
活
用
し
、
産
業
構
造

の
変
換
を
図
っ
て
い
る
点
、
日
本
の
製
造
業
立

地
都
市
の
参
考
に
な
る
べ
き
点
は
多
い
。

欧
州
屈
指
の
ハ
イ
テ
ク
産
業
集
積
地
で
あ
る

バ
イ
エ
ル
ン
州
（
ド
イ
ツ
）
は
、
約
五
〇
年
前

ま
で
は
一
部
企
業
を
除
き
、
ど
ち
ら
か
と
言
え

ば
農
林
業
中
心
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
か
っ

た
。
特
に
最
近
二
十
五
年
程
度
の
急
速
な
発
展

は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
、
州
の
持
つ
特

色
・
イ
ン
フ
ラ
と
Ｒ
＆
Ｄ
に
重
点
を
置
い
た
そ

の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
、
目
標
設
定
が
上
手
く

組
み
合
わ
さ
れ
て
発
展
し
た
好
事
例
で
あ
る
。

産
学
連
携
・
産
業
集
積
・
就
業
環
境
の
良
さ
と

い
っ
た
投
資
環
境
が
整
っ
て
お
り
、「
技
術
」

「
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
に
重
点
を
置
き
先
進
的
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
注
力
し
て
い
る
点
が
特
徴
で
あ

る
。

米
国
の
事
例

ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
は
、
一
九
八
〇
年
代
以

降
経
済
の
構
造
転
換
が
進
ん
で
お
り
、
バ
イ
オ

日
本
政
策
投
資
銀
行
産
業
・
技
術
部

【
レ
ポ
ー
ト
の
目
的
】

産
業
調
査
レ
ポ
ー
トV

o
l.2

に
お
い
て
国
内
の
生
産
、

開
発
研
究
拠
点
の
海
外
移
転
が
進
行
し
て
い
る
現
状
を
ま

と
め
た
。
そ
の
後
も
そ
の
流
れ
は
続
き
、
工
場
閉
鎖
や
拠

点
統
廃
合
、
海
外
生
産
拠
点
の
強
化
と
い
っ
た
ニ
ュ
ー
ス

が
流
れ
な
い
日
は
な
い
程
で
あ
る
。
そ
の
中
に
は
日
本
の

投
資
環
境
を
か
な
り
悲
観
的
に
見
て
い
る
も
の
も
見
受
け

ら
れ
る
。

本
レ
ポ
ー
ト
は
、
先
進
国
の
中
で
も
日
本
の
立
地
と
し

て
の
魅
力
が
著
し
く
低
下
し
て
い
る
の
か
と
い
う
問
題
意

識
に
た
っ
て
欧
米
諸
国
の
産
業
誘
致
策
に
つ
い
て
現
状
、

投
資
環
境
、
企
業
進
出
奨
励
制
度
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ

る
。
様
々
な
取
り
組
み
を
ま
と
め
比
較
す
る
こ
と
で
、
日

本
の
現
状
を
見
つ
め
直
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
が
、

掲
載
し
た
国
・
地
域
の
魅
力
的
な
投
資
環
境
を
紹
介
し
、

進
出
先
の
検
討
資
料
と
し
て
活
用
い
た
だ
く
こ
と
も
狙
っ

て
い
る
。

【
レ
ポ
ー
ト
の
構
成
】

第
一
章
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
編
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン

ダ
と
と
も
に
、
相
対
的
に
コ
ス
ト
が
高
く
立
地
面
で
不
利

と
思
わ
れ
る
ド
イ
ツ
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
。
ま
た
、
日

本
の
中
国
問
題
同
様
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
域
内
に
も
「
中
東
欧

問
題
」
が
存
在
し
、
立
地
面
で
の
競
合
が
生
じ
て
い
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
旧
東
ド
イ
ツ
地
域
の
誘
致
策
に
つ
き
概
観

し
て
い
る
。
な
お
、
各
国
・
地
域
を
見
て
い
く
中
で
「
Ｅ

Ｕ
」
全
体
を
見
て
お
く
こ
と
は
必
要
と
考
え
、
Ｅ
Ｕ
の
地

域
振
興
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
も
ま
と
め
た
。

第
二
章
の
ア
メ
リ
カ
編
で
は
、「
日
本
企
業
」
誘
致
に

熱
心
な
工
業
州
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
、
オ
ハ
イ
オ
州
、
イ

ン
デ
ィ
ア
ナ
州
に
着
目
し
た
。
上
記
三
州
は
古
く
か
ら
製

造
業
の
街
と
し
て
栄
え
て
き
た
が
、
一
九
八
〇
年
代
の
不

況
に
よ
り
失
業
率
が
高
ま
り
、
以
降
企
業
誘
致
を
熱
心
に

行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

以
上
を
踏
ま
え
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
メ
リ
カ
が
日
本
の

投
資
環
境
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
見
方
を
し
て
い
る
か
に

つ
い
て
紹
介
し
（
第
三
章
）、
産
業
誘
致
に
つ
い
て
の
提

言
を
行
っ
て
い
る
（
第
四
章
）。

「
企
業
を
ひ
き
つ
け
る
投
資
環
境
」

産
業
レ
ポ
ー
ト
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テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
ハ
イ
テ
ク
産
業
の
成
長
が
顕

著
で
あ
る
。
レ
ベ
ル
の
高
い
大
学
と
民
間
企
業

が
中
心
と
な
っ
た
新
規
事
業
の
育
成
、
鉄
の
周

辺
技
術
を
利
用
し
た
環
境
・
医
療
事
業
の
集
積

に
よ
り
「
起
業
」
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
。
企

業
誘
致
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
州
政
府
機
構

の
改
革
と
い
っ
た
政
策
実
施
に
よ
り
、
官
学
民

に
よ
る
州
経
済
諮
問
委
員
会
、
知
事
直
轄
の
企

業
誘
致
チ
ー
ム
等
の
実
行
部
隊
を
編
成
し
て
お

り
、
知
事
の
先
見
性
、
実
行
部
隊
の
活
力
が
今

日
の
活
発
な
企
業
誘
致
活
動
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
多
岐
に
亘
る
が
、
代
表

的
な
も
の
と
し
て
指
定
地
域
内
の
州
税
・
地

方
税
を
最
大
十
二
年
間
減
額
・
免
除
す
る

「K
eystone

O
pportunity

Zone

」
と
い
っ
た

も
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。

オ
ハ
イ
オ
州
は
米
国
の
な
か
で
も
最
も
早
く

日
本
企
業
の
誘
致
に
取
り
組
ん
だ
州
の
一
つ
で

あ
り
、
最
近
二
十
五
年
間
に
投
資
受
入
は
急
速

に
進
ん
で
い
る
。
立
地
の
観
点
か
ら
見
る
と
、

整
備
さ
れ
た
工
業
団
地
、
質
の
高
い
労
働
者
の

存
在
に
加
え
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
豊
富
で
あ
る
こ
と
が
立
地
の
魅
力
を
高
め
て

い
る
と
言
え
よ
う
。
代
表
的
な
も
の
は
産
学
官

連
携
に
よ
る
産
業
振
興
を
目
的
と
し
た
「
ト
ー

マ
ス
・
エ
ジ
ソ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
あ
り
、
最

近
中
心
と
な
っ
て
い
る
の
は
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン

ス
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
バ
イ
オ
メ
デ
ィ

カ
ル
等
で
あ
る
。

イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
は
、
古
く
よ
り
製
造
業
の

州
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。
一
九
八
〇
年
代
初

め
の
不
況
に
よ
り
経
済
的
な
大
打
撃
を
受
け
た

が
、
数
多
く
の
施
策
に
よ
り
産
業
誘
致
を
積
極

的
に
推
進
し
、
日
本
企
業
を
中
心
に
そ
の
誘
致

は
成
功
し
て
い
る
も
の
と
評
価
で
き
る
。
魅
力

あ
る
投
資
環
境
と
し
て
は
、
質
の
高
い
労
働
力
、

産
官
学
の
連
携
に
よ
る
進
出
企
業
へ
の
対
応
、

良
好
な
財
務
体
質
を
前
提
と
し
た
比
較
的
安
い

税
率
と
い
っ
た
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
企
業
誘
致

へ
の
取
り
組
み
は
、
州
政
府
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
産
業
界
・
学
界
が
共
同
歩
調
を
と
る
形
で

進
め
ら
れ
て
お
り
、
担
当
機
関
も
多
岐
に
亘
る
。

企
業
誘
致
の
資
格
を
有
す
る
専
門
家
が
、
担
当

者
と
し
て
何
年
も
腰
を
据
え
て
活
動
し
て
お

り
、
ま
た
民
間
の
協
力
も
得
ら
れ
や
す
い
と
い

う
こ
と
で
、
産
官
学
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ま
さ
に

草
の
根
レ
ベ
ル
か
ら
誘
致
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
い
っ
た
感
が
あ
る
。

2.
日
本
の
産
業
誘
致
策
の
現
状
と

提
言

わ
が
国
で
も
外
資
系
企
業
誘
致
策
は
あ
り
、

十
年
前
に
比
べ
格
段
に
状
況
が
改
善
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
も
の
の
、
欧
米
に
比
べ
実
際
の
結

果
は
劣
る
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
欧
米

の
視
点
か
ら
問
題
点
を
抽
出
し
て
み
る
と
、
①

民
間
の
商
慣
習
、
②
不
動
産
関
連
の
経
費
・
規

制
、
③
投
資
奨
励
策
規
模
の
小
さ
さ
、
④
Ｍ
＆

Ａ
に
関
す
る
イ
ン
フ
ラ
の
欠
如
、
⑤
土
地
取
引

を
は
じ
め
と
す
る
各
種
規
制
緩
和
の
必
要
性
、

が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

欧
米
の
誘
致
策
を
踏
ま
え
て
、
各
国
と
比
較

し
た
際
に
、
①
コ
ス
ト
面
・
規
制
、
②
言
語

力
・
文
化
へ
の
対
応
、
③
中
国
・
韓
国
の
存
在

と
い
っ
た
マ
イ
ナ
ス
面
が
あ
る
一
方
で
、
①
産

業
集
積
、
②
購
買
力
、
③
安
全
性
、
④
人
材
と

い
っ
た
プ
ラ
ス
面
も
見
受
け
ら
れ
る
。
対
内
直

接
投
資
は
歴
史
も
浅
く
、
ま
た
こ
れ
ま
で
の
優

位
性
か
ら
国
際
的
に
見
て
も
低
い
水
準
に
あ
る

が
、
今
後
企
業
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
進
め
る
な

か
で
雇
用
問
題
等
に
い
か
に
対
処
し
て
い
く
か

と
い
っ
た
問
題
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
く

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
高
コ
ス
ト
問
題
は
容
易

に
解
決
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
他
国
と
比

較
し
て
も
様
々
な
誘
致
策
を
用
意
し
て
い
る
現

状
で
「
制
度
拡
充
＝
誘
致
の
飛
躍
的
増
加
」
と

い
っ
た
効
果
も
見
込
み
が
た
い
。
や
は
り
国
内

コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
確
保
と
と
も
に
国
と
し
て
ト

ー
タ
ル
な
産
業
誘
致
策
を
構
築
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、
既
存
の
優
位
点
と
し
て
も
挙
げ
ら

れ
る
産
業
集
積
を
高
度
化
す
る
こ
と
で
魅
力
を

高
め
て
い
く
し
か
な
い
。
そ
の
な
か
で
は
近
隣

諸
国
と
共
生
を
は
か
り
国
際
的
な
分
業
体
制
を

構
築
す
る
こ
と
と
も
求
め
ら
れ
て
く
る
で
あ
ろ

う
。

（
文
責：

大
田
創
）

①権限移譲、特区の指定→濃淡のある誘致計画の策定 
　（権限移譲）地域の実情にあった誘致計画の策定 
　（特区）既存地域の場合、売れ残った工業団地価格減等の思い切った施策の実施 
②企業と大学の共同研究 
　（企業側メリット）時間のかかる基礎研究の負担減、研究開発能力のＵＰ 
　（大学側メリット）卒業生の雇用確保、ニーズにあった研究の把握 
③（地域）共同研究への資金支援、（企業・団体）誘致への協力 
　（地域側メリット）地域の活性化→雇用促進 
　（企業・大学側メリット）地域集積の更なる強化→地域の活性化→開発能力の上昇→優秀な人材の確保 

（前提となるもの）誘致の必要性認識、立地魅力度を高める努力 

国 
・規制緩和 
・トップセールス 
・物流等インフラ整備 
・「特区」の指定（数値基準の明確化） 

地方 
・トップセールス 
・地域の実情（長短）把握→プレゼン、情報発信 
・誘致局の設置 
・専門家の育成 

規制緩和の 
可能性検討 

集積の強化 
・創出 

実態把握・調査 
（正常な移転か） 

企業 
・共同研究 
・地域雇用の創出 

大学・研究機関 
・立地地域に対する誘致協力 
・研究内容の開示 

研究開発機能：海外との 
獲得競争 

量産機能：海外へ 

海外各地域 

① 

② 

③ ③ 

提言のイメージ図

R e p o r t
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シ
リ
ー
ズ
・
ト
ッ
プ
に
聞
く

研
究
開
発
と
国
際
競
争
力

正ま

さ

木き

宏ひ

ろ

生お

氏

株
式
会
社
ダ
イ
ナ
ッ
ク
ス
　
代
表
取
締
役
社
長

I
N

T
E

R
V

I
E

W

昭
和
十
年
十
一
月
二
十
三
日
生
ま
れ
　
兵
庫
県
出
身

昭
和
五
十
五
年
株
式
会
社
ダ
イ
ナ
ッ
ク
ス
代
表
取
締
役
社
長
就
任

災
い
転
じ
て
福
と
な
す

渡
辺

本
日
は
、
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
車
の
ク
ラ
ッ
チ

板
に
お
い
て
、
高
い
技
術
力
を
有
す
る
株
式
会
社
ダ

イ
ナ
ッ
ク
ス
の
正
木
宏
生
社
長
に
お
話
を
お
伺
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
御
社
は
、
国
内
で
六
割
、
全
世

界
で
も
三
割
の
シ
ェ
ア
を
獲
得
す
る
な
ど
、
自
動
車

業
界
で
は
欠
か
す
こ
と
の
出
来
な
い
企
業
と
な
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
ま
ず
、
御
社
の
事
業
展
開
の

ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

正
木

当
社
は
も
と
も
と
合
弁
企
業
で
し
て
、
設
立

当
初
は
米
国
の
親
会
社
が
開
発
し
た
製
品
を
生
産
し

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
親
会
社
が
訴
訟
問
題
に
よ
り

つ
ま
づ
い
て
し
ま
い
、
製
品
開
発
が
出
来
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
当
社
は
、
製
品
を
自
力
開
発

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
境
遇
に
追
い
込
ま
れ
て
し
ま

っ
た
わ
け
で
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
当
社
で
は
訴
訟
問
題
の
見

通
し
に
か
な
り
の
危
機
感
を
持
ち
、
予
め
従
業
員
を

親
会
社
に
派
遣
し
開
発
手
法
を
学
ば
せ
て
い
ま
し
た

が
、
こ
の
お
か
げ
で
、
昭
和
五
十
八
年
に
国
産
摩
擦

材
第
一
号
を
生
産
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
当
時

の
日
本
は
ま
だ
、
米
国
で
開
発
さ
れ
た
も
の
を
加
工

し
て
売
る
だ
け
の
段
階
に
あ
り
ま
し
た
が
、
当
社
は

早
く
よ
り
自
力
開
発
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
置

か
れ
自
社
開
発
を
ス
タ
ー
ト
し
て
い
た
こ
と
が
、
結

果
的
に
高
い
開
発
能
力
や
高
品
質
の
製
品
、
ひ
い
て

は
世
界
的
な
シ
ェ
ア
の
獲
得
に
つ
な
が
っ
た
の
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
当
時
は
自
身
の
置
か
れ
た
環
境
を

悲
観
的
に
捉
え
て
い
ま
し
た
が
、
今
と
な
っ
て
は
む

し
ろ
そ
れ
が
良
か
っ
た
わ
け
で
、
ま
さ
に
「
災
い
転

じ
て
福
と
な
す
」
と
言
え
ま
す
。

企
業
の
存
亡
と
い
う
の
は
何
を
作
る
か
、
ど
う
作

る
か
、
い
か
に
売
る
か
と
い
う
三
点
に
か
か
っ
て
く

る
わ
け
で
す
が
、
当
社
の
属
す
る
自
動
車
部
品
業
界

に
限
っ
て
言
え
ば
、
い
か
に
売
る
か
と
い
う
こ
と
は

大
き
な
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
客
様
は
車
メ
ー

カ
ー
と
決
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
。
そ
う
い
う

意
味
で
は
、
い
か
に
性
能
が
よ
い
物
を
い
か
に
安
く

作
る
か
と
い
う
事
に
集
中
し
て
く
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
当
社
が
最
も
力
を
入
れ
た
の
は
、
そ
の
た
め
の

開
発
力
を
高
め
る
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
は
先
に
申

し
上
げ
ま
し
た
よ
う
な
経
緯
も
あ
り
、
ま
さ
に
企
業

の
存
亡
を
か
け
て
や
っ
て
き
た
と
言
え
ま
す
。

研
究
開
発
も
世
界
最
適
を
め
ざ
し
て

渡
辺

自
動
車
産
業
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
競
争
を
続
け

て
き
た
わ
け
で
す
が
、
御
社
の
場
合
、
ど
の
よ
う
に

し
て
国
際
競
争
力
を
高
め
て
こ
ら
れ
た
の
か
お
聞
か

せ
下
さ
い
。

正
木

競
争
力
の
源
泉
は
品
物
が
良
い
、
価
格
が
安

い
と
い
う
二
点
に
集
約
さ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
当
社
は
合
弁
会
社
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
親
会

社
か
ら
作
り
方
を
教
わ
る
一
方
で
、
自
ら
も
摩
擦
材

の
開
発
と
作
り
方
を
開
発
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
間

会
社
概
要

ダ
イ
ナ
ッ
ク
ス
は
、
昭
和
四
十
八
年
に
株
式
会
社
大

金
製
作
所(

現
株
式
会
社
エ
ク
セ
デ
ィ)

と
米
国
レ
イ
ベ

ス
ト
・
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
社
と
の
合
弁
企
業
と
し
て
設
立

さ
れ
た
、
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
車
用
ク
ラ
ッ
チ
板
の
国
内

最
大
手
メ
ー
カ
ー
（
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
社
と
の
合
弁
契
約

は
平
成
元
年
に
解
消
）。
国
産
摩
擦
材
第
一
号
の
開
発

を
は
じ
め
技
術
力
に
定
評
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
数
多
く

の
国
内
外
主
要
自
動
車
メ
ー
カ
ー
と
取
引
関
係
に
あ

り
、
世
界
シ
ェ
ア
は
三
割
を
誇
る
。
近
年
は
、
米
国
・

中
国
で
の
現
地
法
人
設
立
な
ど
積
極
的
な
海
外
展
開
を

行
っ
て
い
る
。

聞
き
手
　
渡
辺
拓
見

（
日
本
政
策
投
資
銀
行
北
海
道
支
店
長
）
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に
技
術
力
を
高
め
、
開
発
能
力
を
蓄
積
す
る
こ
と
に

力
を
注
い
で
き
ま
し
た
か
ら
、
良
い
物
を
安
く
作
る

と
い
う
点
で
は
今
で
は
親
会
社
よ
り
も
強
い
で
す
ね
。

渡
辺

御
社
で
は
平
成
七
年
に
米
国
バ
ー
ジ
ニ
ア
州

ロ
ア
ノ
ー
ク
に
、
平
成
十
一
年
に
は
中
国
上
海
に
現

地
法
人
を
設
立
さ
れ
、
海
外
展
開
を
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
海
外
進
出
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
に

つ
い
て
は
ど
う
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

正
木

自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
海
外
進
出
す
る
場
合
、

最
初
は
組
立
工
場
か
ら
海
外
移
転
し
ま
す
。
必
要
な

ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
ー
を
日
本
か
ら
持
っ
て
き
て
組
み
立

て
る
段
階
か
ら
進
ん
で
い
き
、
一
番
最
後
は
オ
ー
ト

マ
チ
ッ
ク
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
な
り
ま
す
。
こ

れ
は
機
構
が
複
雑
で
組
み
付
け
を
自
動
化
し
に
く
い

と
い
う
こ
と
が
原
因
で
、
日
本
の
メ
ー
カ
ー
で
も
よ

う
や
く
最
近
に
な
っ
て
現
地
で
生
産
す
る
よ
う
に
な

っ
た
く
ら
い
で
す
。
で
す
か
ら
あ
る
特
定
の
メ
ー
カ

ー
へ
の
納
入
に
依
存
し
て
海
外
進
出
し
た
の
で
は
、

工
場
の
規
模
が
維
持
で
き
な
い
事
に
な
り
ま
す
。
そ

の
点
当
社
は
既
に
非
常
に
多
く
の
国
外
の
メ
ー
カ
ー

と
も
取
引
が
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
日
本
の
メ
ー
カ
ー

の
現
地
生
産
向
け
と
米
国
メ
ー
カ
ー
向
け
に
納
入
す

る
分
を
合
わ
せ
れ
ば
、
十
分
な
規
模
の
工
場
を
建
設

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
政

治
的
な
問
題
か
ら
現
地
調
達
比
率
を
上
げ
る
配
慮
が

必
要
だ
っ
た
と
い
う
事
情
も
あ
り
ま
し
た
が
。

中
国
へ
の
進
出
は
１
０
０
％
輸
出
製
品
と
す
る
こ

と
を
前
提
と
し
た
展
開
で
す
。
自
動
車
メ
ー
カ
ー
か

ら
の
コ
ス
ト
削
減
要
求
が
厳
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た

か
ら
、
当
初
は
日
本
向
け
に
労
賃
の
安
い
中
国
で
生

産
し
て
対
応
し
よ
う
と
考
え
た
の
が
第
一
歩
だ
っ
た

の
で
す
が
、
そ
の
う
ち
米
国
向
け
の
分
も
併
せ
て
中

国
に
投
資
す
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し

た
。
中
国
で
は
ま
だ
国
内
市
場
が
十
分
に
発
達
し
て

い
ま
せ
ん
か
ら
、
現
在
は
輸
出
専
門
に
な
り
ま
す
が
、

い
ず
れ
現
地
市
場
向
け
に
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
進
出

し
て
く
れ
ば
、
先
に
行
っ
て
事
業
展
開
し
て
い
る
当

社
が
有
利
に
な
り
ま
す
。

渡
辺

そ
う
し
た
中
で
、
御
社
も
生
産
ラ
イ
ン
の
海

外
移
転
を
進
め
て
こ
ら
れ
た
わ
け
で
す
が
、
今
後
の

海
外
展
開
の
方
向
性
や
国
内
生
産
・
研
究
開
発
体
制

に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

正
木

ド
ラ
イ
な
考
え
方
を
す
れ
ば
企
業
に
国
境
は

あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
日
米
中
の
連
結
決
算
の
数
字
が

良
け
れ
ば
会
社
と
し
て
は
十
分
で
す
。
し
か
し
理
想

を
言
え
ば
均
等
に
発
展
し
て
い
く
の
が
望
ま
し
い
。

三
拠
点
で
ほ
ぼ
等
分
に
生
産
す
る
の
が
一
番
良
い
と

思
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
ま
ま
い
け
ば
中
国
が
五
割
、

残
り
を
日
米
で
半
分
づ
つ
生
産
す
る
と
い
う
こ
と
に

な
る
で
し
ょ
う
か
。
中
国
で
の
生
産
が
多
い
の
は
コ

ス
ト
面
か
ら
の
要
請
は
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
す
が
、
労

働
者
の
質
が
良
い
し
製
品
の
品
質
も
決
し
て
悪
く
あ

り
ま
せ
ん
。

研
究
開
発
体
制
の
面
で
も
最
初
は
日
本
で
開
発
を

し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
だ
け
生
産
拠
点
が

海
外
移
転
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
開
発
も
そ
の
拠
点

で
行
お
う
と
。
日
・
米
・
中
の
三
拠
点
が
あ
れ
ば
二

十
四
時
間
動
け
る
わ
け
で
す
。
中
国
を
生
産
だ
け
の

場
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
と
動
き
に
遅
れ
て
し
ま
う

と
考
え
て
い
ま
す
。
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
全
て
世
界

最
適
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
で
す
ね
。
本
来
の
ビ
ジ

ネ
ス
の
要
求
、
グ
ロ
ー
バ
ル
の
要
求
と
い
う
の
は
そ

う
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
我
々
は
そ
れ
に
対
応
し
て

ゆ
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

渡
辺

御
社
の
場
合
、
生
産
ば
か
り
で
な
く
、
開
発

も
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

正
木

生
産
プ
ロ
セ
ス
と
研
究
開
発
は
一
体
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
材
料
そ
の
も
の
だ
け
で
な
く
、
加
工

方
法
に
よ
っ
て
も
性
能
が
変
わ
っ
て
く
る
。
ど
の
く

ら
い
の
熱
を
使
っ
て
、
ど
の
く
ら
い
の
圧
力
を
か
け

て
、
と
い
う
こ
と
で
そ
の
材
料
そ
の
も
の
も
変
わ
っ

て
き
ま
す
か
ら
、
分
類
し
に
く
い
面
が
あ
り
ま
す
。

ク
ラ
ッ
チ
と
い
う
製
品
は
、
要
求
さ
れ
る
機
能
が
日

米
で
異
な
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
極

端
な
こ
と
を
い
え
ば
一
カ
所
で
も
で
き
る
わ
け
で
す
。

問
題
は
ど
ん
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
実
現
す
る
の
か
と
い

う
こ
と
で
す
が
、
様
々
な
国
で
研
究
開
発
を
行
え
ば
、

日
本
人
だ
け
で
は
生
ま
れ
て
こ
な
い
よ
う
な
発
想
が

期
待
さ
れ
、
多
彩
な
攻
め
方
、
ア
プ
ロ
ー
チ
が
で
き

る
ん
で
す
ね
。
三
拠
点
で
知
恵
を
出
し
な
が
ら
や
っ

て
い
く
こ
と
に
意
義
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

柔
軟
で
戦
略
的
な
思
考

渡
辺

現
在
、
世
界
の
自
動
車
産
業
界
で
は
完
成
車

メ
ー
カ
ー
の
国
際
的
な
提
携
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、

今
後
の
自
動
車
部
品
産
業
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
展

望
を
お
持
ち
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
中
で
御
社
の
事
業
戦
略
、
特
に
国
際
的
な
競

争
力
を
維
持
し
て
い
く
た
め
ど
の
よ
う
な
戦
略
を
お

持
ち
に
な
っ
て
い
る
の
か
お
聞
か
せ
願
え
ま
す
か
。

正
木

自
動
車
メ
ー
カ
ー
で
は
提
携
や
系
列
を
超
え

た
再
編
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
つ
の
大
き
な
流
れ

と
し
て
、
次
に
起
こ
る
の
は
自
動
車
部
品
業
界
の
提

携
・
再
編
で
し
ょ
う
。
た
だ
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
自
動

車
メ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
は
、
ど
の
生
産
拠
点
で
も
同

じ
品
質
の
製
品
の
供
給
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
一
つ

の
サ
ー
ビ
ス
に
な
り
ま
す
。「
私
は
日
本
で
は
供
給
で

き
ま
す
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は
で
き
ま
せ
ん
」
と
い
う

こ
と
で
は
だ
め
な
ん
で
す
ね
。
そ
の
手
段
と
し
て
、

本
当
に
当
社
だ
け
で
世
界
に
対
応
し
て
い
く
の
か
、

そ
れ
と
も
同
業
者
と
手
を
結
ん
で
ゆ
く
べ
き
な
の
か
、

い
わ
ゆ
る
協
調
と
競
争
と
い
う
こ
と
を
実
際
に
ど
う

や
っ
て
い
く
か
は
大
い
に
考
え
な
く
て
は
い
け
な
い

で
す
ね
。

私
は
競
争
力
を
維
持
す
る
た
め
の
即
効
薬
と
い
う

の
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
地
味
に
こ
つ
こ
つ
と

や
っ
て
ゆ
く
、
例
え
ば
毎
年
の
開
発
投
資
を
怠
ら
な

い
、
自
社
の
み
な
ら
ず
外
部
の
力
も
投
入
す
る
、
産

学
協
働
を
図
る
等
の
努
力
を
重
ね
る
し
か
な
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
当
社
で
い
え
ば
ど
う
海
外
と

提
携
す
る
か
と
い
っ
た
こ
と
も
戦
略
の
一
つ
で
す
。

場
合
に
よ
っ
て
は
競
争
相
手
と
も
あ
る
程
度
連
携
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

も
ち
ろ
ん
海
外
に
事
業
展
開
し
て
ゆ
く
上
で
は
、

供
給
責
任
の
問
題
や
為
替
リ
ス
ク
の
問
題
な
ど
あ
ら

ゆ
る
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。
リ
ス
ク
を
き
ち
ん
と
認

識
し
て
、
こ
の
対
応
策
を
戦
略
的
に
考
え
行
動
す
る

こ
と
が
で
き
る
企
業
が
世
界
的
企
業
に
な
っ
て
ゆ
く

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

渡
辺

大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
本
日
は
お
忙
し

い
中
、
貴
重
な
お
話
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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日本政策投資銀行プロフィール
● 設　立　平成11年10月1日
● 資本金　1兆1,122億円（2002年3月末現在）
● 総　裁　小村　武
● 業　務
１）長期資金の供給等（出融資、債務保証等）
２）プロジェクト支援

３）情報発信
● 投融資等残高（2001年3月末現在）

17兆9,948億円
● 職員数　1,377人（2002年度）
● 国内ネットワーク
本店：東京／10支店：北海道（札幌）、東北（仙
台）、新潟、北陸（金沢）、東海（名古屋）、関西（大

阪）、中国（広島）、四国（高松）、九州（福岡）、南九
州（鹿児島）／８事務所：函館、釧路、青森、富山、
松江、岡山、松山、大分

● 海外ネットワーク
６海外駐在員事務所：ワシントン、ニューヨーク、
ロンドン、フランクフルト、ロスアンジェルス、シン
ガポール
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●ジャパン・リカバリー・ファ
ンドに対する出資

フェニックス・キャピタル（株）（東京
都千代田区）が組成するファンド「ジ
ャパン・リカバリー・ファンド」への
出資を平成14年3月に決定しました。
ジャパン・リカバリー・ファンド

は、東京三菱銀行をはじめとする国内
機関投資家と当行が出資して組成し
た、企業再生を目的とするファンドで
す。企業再生の手法として、デットエ
クイティスワップ（＝DES、金融機関
等の保有する債権を時価で購入し、株
式に転換すること）等を用いるととも
に、財務リストラや事業の再構築等を
通して企業再生および企業価値等の向
上を図ることを目的としています。

●特定企業向けファンドを組成
～ダックビブレ再生ファンド～

平成14年3月、（株）ダックビブレ（宮
城県仙台市）の再生のために組成する
ファンド(「ダックビブレ再生ファン
ド」)への出資を決定し、関係者との間
で出資等契約書の締結を行いました。
ダックビブレ再生ファンドは、東北

地域の企業（武田、みちのく銀行等）
およびダックビブレの役職員と当行が
出資して組成された、ダックビブレの
事業再生を目的とするファンドです。
特定企業を支援目的で設立されるファ
ンドとしては第１号案件となります。
当社は、マイカルの連鎖倒産等によ

り民事再生手続に入っているものの、
本業には相応の収益力があり、財務リ
ストラや事業の再構築等により再生が
可能な企業だと考えています。
このファンドについても、ジャパ

ン・リカバリー・ファンド同様、デッ
トエクイティスワップの手法を用いつ
つ、密接な経営指導等を通じ、当社の
企業価値等の向上を図ることを目的と

しています。

3．情報発信

●2001・2002年度設備投資
計画調査結果について

今回発表の2002年2月調査では、
2001年度実績見込み、2002年度計画
を調査対象としています。当行では、
わが国主要産業のうち資本金10億円以
上の企業の皆様のご協力を得て、設備
投資計画調査結果を取りまとめまし
た。

アンケートを集計・分析したとこ
ろ、2002年度の設備投資計画は、製造
業（8.2％減）では引き続き減少し、
非製造業（0.0％増）が横這いとなる
ことから、全産業（2.7％減）は2年連
続の減少となりました。当調査は、全
国集計を行っている他、業種・企業規
模・地域別でも取りまとめています。
結果は当行ホームページにて公表して
いる他、レポートの提供もしています。
詳細は下記窓口までお問い合わせ下さ
い。
（問い合わせ先）
本店調査部 TEL 03-3244-1842
本店地域政策研究センター　　　　

TEL 03-3244-1100

●景況感調査結果（2002年2
月調査）について

当行では、全国ならびに各地域の景
況感を把握することを目的として、
「景況感調査」を実施しています。今
回発表の2002年2月調査では、2001年
度上期実績、2001年度下期見通しおよ
び2002年度上期見通しについて調査結
果を取りまとめました。

アンケートを集計・分析したとこ
ろ、2001年度下期については、地域・
業種に関わらず企業業績が悪化してい
るとの見通しが示されましたが、2002
年度上期については、ほぼ全地域（特
に三大都市圏）で業績悪化に対する下
げ止まり期待が示されているという結
果が得られました。
当調査の結果については、当行ホー

ムページにて公表している他、冊子の
提供もしております。詳細は下記窓口
までお問い合わせ下さい。

（問い合わせ先）
本店地域政策研究センター　　　　

TEL 03-3244-1100

●最近の調査レポート等

当行は、経済・産業・金融・経営等
の各分野での調査・研究を行っていま
す。最近の発表テーマには以下のもの
があります。
１）産業レポート
・『ヤングレポート』以降の米国国
際競争力政策と我が国製造業空洞
化へのインプリケーション

・21世紀型国内立地製造業へのあり
方への提言

２）書籍のご案内
全都道府県より独創かつ有効な地域

振興プロジェクトを選び出し、そのケ
ーススタディを積み上げ、今後の各地
における振興プロジェクト企画の参考
となるように、分析・体系的整理を図
った「錦おりなす自立する地域」を
（株）ぎょうせいより出版いたしました。
（問い合わせ先）
（株）ぎょうせい

TEL 03-5349-6666
本店地域企画部

TEL 03-3244-1750

調査方法 アンケート調査

調査期日 平成14年2月10日

回答企業 2,906社(有効回答率81.7%)

調査方法 アンケート調査

調査期日 平成14年2月10日

回答企業 7,328社(有効回答率41.5%)
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1．業務関連

●中期政策方針（平成14 ～16
年度の業務運営方針）について

日本政策投資銀行法では、当行が、
主務大臣が作成した３年間の中期の政
策に関する方針（｢中期政策方針｣）に
従って業務運営を行うことを定めてい
ます。この中期政策方針には、当行が
寄与すべきわが国の経済社会政策に関
する事項等が記載されています。今般、
当行設立時に策定された第1期中期政
策方針（平成11～13年度）の実施期間
終了に伴い、新たに今後3年間（平成
14～16年度）の中期政策方針について
主務大臣より通知を受けました。
なお、中期政策方針全文は当行ホー

ムページでも公表しています。

●平成14年度投融資指針の策定
について

当行の投融資業務は、上記の中期政
策方針に記載された事項を実施するた
めに、貸付等の前提となる政策目的、
対象事業その他貸付等に係る各事業年
度の指針となる投融資指針を毎年策
定・公表し、また同指針に基づいて行
うこととされています。平成14年度の
投融資指針も、上記の新たな中期政策
方針に則り策定・公表を行っていま
す。
なお、投融資指針全文は当行ホーム

ページでも公表しています。

●平成14年度の財投機関債の発
行方針について

日本政策投資銀行では、財政投融資
制度改革の一環として、平成13年度か
ら非政府保証債（財投機関債）を発行
しています（平成13年度発行実績1,000

億円）。
平成14年度については、平成13年度

の2倍に相当する2,000億円の発行を計
画しています。市場環境等を踏まえな
がら、原則として、概ね四半期毎に5
年債を継続的に発行する予定です。

●第3回財投機関債の発行につ
いて

第3回財投機関債（政府保証のない公
募国内債）を平成14年4月19日に発行し
ました。

●「大学ファンド」の組成につい
て

平成14年度予算において、「大学発
ベンチャー」の創出・成長支援のため
の「大学ファンド（大学発インキュベ
ーション・ファンド）」を組成するこ
とを決定しました。
わが国では現在、産業構造の転換期

を迎えていますが、こうした中、ハイ
テク型の新事業・新市場を創出するラ
ディカル・イノベーションを創発し、
世界経済におけるフロントランナーと
して日本の経済活力・産業活力を維
持、向上させることが喫緊の課題とさ
れています。この大学ファンドの活用
により、産学官連携の強化が図られ、
大学等の研究機関における研究が活性
化されると共に、その成果が産業界へ
移転し開花すること等が期待されてい
ます。

●中部銀行関連特別相談窓口の
設置について

平成14年3月29日、東海支店および
本店総務部に、中部銀行関連特別相談
窓口を設置しました。中部銀行の破綻
による静岡県を中心とする経済への影
響を鑑み、当窓口では関連した企業か
らの資金調達面でのご相談をお受け
し、情報提供を行ったほか、関係省庁
および政府系金融機関との連絡調整を
行うなどの迅速な対応に努めました。

2．事業再生

当行では、不良債権問題と企業の過
剰債務問題の一体的解決に貢献するた
め、この目的に適った民間主導のファ
ンドに対し、資金支援を含め協力して
います。具体的な取り組みとして、平
成14年4月末現在、次にご紹介する3件
のファンドを準備中です。

●日本みらいキャピタルに出資

平成14年2月、日本みらいキャピタ
ル（株）の設立にあたり、出資を行うこ
とを決定しました。払込資本金額450
百万円のうち約2割を当行が、残り8割
を経営陣と民間の事業会社が出資しま
す。
本件は、過剰債務を抱えた企業の再

建を通じて金融再生と産業再生の一体
的解決を推進する「企業再建ファンド」
の出資第1号となります。同社は企業
再建ファンドのマネジメント会社であ
り、ファンド自体の規模は最終的に
500～1,000億円を予定しています。今
後、ファーストクローズを目指し投資
家と具体的な検討を進める予定です
が、当行はファンド自体にも出資する
方針です。

発 行 額 500億円

期　　間 5年（2007年6月償還）

表面金利 0.67％

発行価格 99円98銭

（参考）取得した格付けは以下の通りです。

Moody's Aa3、 S&P AA

R&I AAA、 JCR AAA
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